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優しさと輝きと
　うるおいのあるまち
湘南さむかわを目指して

　

昨
年
か
ら
の
世
界
的
不
況
に
よ
り
寒
川
町
は
大
き
な
影
響
を
受

け
て
い
ま
す
。
町
内
企
業
の
業
績
悪
化
に
伴
う
税
収
減
、
さ
ら
に

雇
用
状
況
の
悪
化
か
ら
個
人
消
費
の
低
迷
な
ど
に
よ
り
、
町
の
財

政
は
危
機
的
状
況
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
財
政
危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
寒
川
町
で
は
緊
急
財
政

対
策
会
議
を
立
ち
上
げ
、
大
幅
な
事
業
の
見
直
し
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
町
の
総
合
計
画
で
あ
る
「
さ
む
か
わ

２
０
２
０
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
も
、
近
年
の
急
激
に
変
化
す
る
時

代
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
四
年
度
か
ら
実
施
す
る
後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
「
町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
取
り
入
れ
、
新
た
な

感
覚
で
施
策
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

町
の
現
在
の
姿
を
知
っ
て
も
ら
い
、
町
全
体
が
一
丸
と
な
っ
て
、

町
の
将
来
像
「
優
し
さ
と
輝
き
と
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち　

湘
南

さ
む
か
わ
」
を
目
指
し
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

目　次
　町の現在の姿を見つめてみよう
　　平成２２年度予算編成方針‥‥‥‥３ページ
　　平成２０年度決算報告‥‥‥‥‥‥４〜７ページ
　　平成２１年度上半期の財政状況‥‥８・９ページ

　町の将来を考えよう
　　町総合計画‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥10・11ページ
　　町民アンケート結果‥‥‥‥‥‥‥12・13ページ

企画政策部 （74）1111 FAX（74）9141

2広報さむかわ　2009. 12.



3 広報さむかわ　2009. 12.

予
算
編
成
方
針
と
は

町
の
予
算
は
、
町
長
が
調
製
し
、

議
会
の
議
決
を
得
て
成
立
し
ま

す
。
こ
の
予
算
を
作
成
（
編
成
）
す
る

た
め
の
方
針
と
し
て
、
町
長
よ
り
各
職

員
へ
示
さ
れ
る
も
の
が
、
予
算
編
成
方

針
で
す
。
今
年
は
十
月
二
十
八
日
に
山

上
町
長
よ
り
全
職
員
に
向
け
て
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
方
針
に
よ
り
、
予
算
を
調
製
し
、

来
年
三
月
に
行
わ
れ
る
予
定
の
議
会
へ

提
出
し
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
度
予
算
編
成
方
針

広
報
さ
む
か
わ
十
一
月
号
で
お
知

ら
せ
し
た
と
お
り
、
「
平
成

二
十
二
年
度
財
政
推
計
」
で
は
、
支
出

が
収
入
を
上
回
り
、
財
源
不
足
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
財
源
不
足
を
補

う
た
め
、
次
の
と
お
り
取
り
組
む
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

収
入
面
で
は
、
収
入
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
を
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

税
等
の
収
納
率
の
向
上
を
図
る
、
受
益

者
負
担
の
適
正
化
を
図
る
、
広
報
さ
む

か
わ
へ
の
広
告
掲
載
と
い
っ
た
財
源
の

掘
り
起
こ
し
な
ど
を
し
ま
す
。

　

支
出
面
で
は
、さ
む
か
わ
２
０
２
０

プ
ラ
ン
、
緊
急
財
政
対
策
会
議
で
検
討

し
た
結
果
を
踏
ま
え
、
全
事
業
を
見
直

し
、
優
先
順
位
を
つ
け
、
事
業
の
休

止
・
統
廃
合
な
ど
を
し
ま
す
。

　

最
優
先
に
取
り
組
む
事
業
は
、
学
校

施
設
耐
震
化
な
ど
と
い
っ
た
「
町
民
の

生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
に
欠
か
せ
な

い
行
政
サ
ー
ビ
ス
」
と
し
ま
す
。
そ
の

他
の
優
先
事
業
を
「
寒
川
駅
北
口
地
区

土
地
区
画
整
理
事
業
」
、
「
（
仮
称
）

広
域
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
整
備
事

業
」
と
し
ま
す
。

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
予
算
要
求

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
予
算
要
求
と
は
、

予
算
編
成
方
針
が
十
分
反
映
さ

れ
、
収
入
の
確
保
や
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
予
算
の
要
求
を

行
っ
た
事
業
を
評
価
す
る
こ
と
を
い
い

ま
す
。

　

限
ら
れ
た
収
入
を
効
率
的
に
活
用
し
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
最
大
限
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
職
員
一

同
一
丸
と
な
っ
て
予
算
編
成
に
取
り
組

み
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
度
予
算
編
成
方
針

収入で取り組むべき項目
●税等の収納率の向上を図る。
●受益者負担の適正化を図る。
●町有財産の有効活用を図る。
●広告料収入の拡充を図る。
●国、県の補助金などの積極的な活用
　を図る。

○16億8,500万円の財源不足（財政推計）を解消するため、収入においては、財
源確保のための掘り起こしを行う。支出においてはさむかわ２０２０プラン前期
基本計画の第２次実施計画をもとに編成するが、緊急財政対策会議の検討内容を
踏まえ、全事業を休止・統廃合など考慮して見直し、優先順位を定める。ただし
最優先順位は「町民の生命、財産を守るために欠かせない行政サービス」とする。

○事業の見直しに伴い、行政サービスの低下は一部で避けがたいものであるが、極
力抑えられるよう、既成概念にとらわれず創意工夫のある予算要求となるよう努
める。

支出で取り組む項目
●人件費、扶助費、公債費などの義務

的経費の抑制を図る。
●物件費、維持補修費、補助費などの

縮減を図る。
●普通建設事業は、優先順位の高い事

業のみとする。
●繰出金、積立金などの抑制を図る。

平成22年度予算編成の基本方針

具体的に取り組む項目

特　集
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平
成
二
十
年
度
決
算
の
概
要

平
成
二
十
一
年
九
月
に
行
わ
れ
た

町
議
会
で
、
平
成
二
十
年
度
の

決
算
に
つ
い
て
報
告
し
、
審
査
の
結
果

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算

額
は
、
歳
入
百
五
十
五
億
八
千
三
百
五

十
七
万
円
、
歳
出
百
四
十
五
億
七
千
三

百
八
万
円
で
す
。
前
年
と
比
べ
る
と
、

歳
入
は
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
（
三
億
七

千
七
百
六
十
三
万
円
）
、
歳
出
は
二
・

二
パ
ー
セ
ン
ト
（
三
億
千
二
百
二
十
五

万
円
）
の
増
額
で
す
。

歳
入
の
ポ
イ
ン
ト

歳
入
に
は
、
町
が
自
主
的
に
徴
収
、

ま
た
は
収
納
で
き
る
自
主
財
源

と
国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
な
ど
と

い
っ
た
依
存
財
源
の
二
種
類
が
あ
り
ま

す
。
国
や
県
な
ど
の
意
思
に
よ
る
依
存

財
源
は
、
町
と
し
て
の
裁
量
が
制
限
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
比
べ
、
自
主
財

源
は
町
民
税
な
ど
の
よ
う
に
町
が
直
接
、

収
納
す
る
な
ど
し
た
収
入
で
、
そ
の
用

途
は
町
独
自
に
決
定
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

一
般
的
に
は
、
自
主
財
源
の
比
率
が

大
き
い
ほ
ど
、
行
政
活
動
の
自
主
性
と

安
全
性
が
高
い
と
い
え
ま
す
。

　

町
の
自
主
財
源
は
百
二
十
五
億
二
千

二
百
六
万
円
で
、
全
収
入
に
対
す
る
構

成
比
八
十
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。

　

平
成
十
九
年
度
と
比
べ
、
約
三
億
円

の
増
収
と
な
っ
て
い
ま
す
。
二
本
松
公

園
を
売
却
し
た
こ
と
に
よ
る
財
産
収
入

の
増
加
が
要
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

歳
出
の
ポ
イ
ン
ト

歳
出
は
、
前
年
度
と
比
べ
て
民
生

費
、
総
務
費
な
ど
が
増
額
と
な

り
、
土
木
費
な
ど
が
減
額
と
な
り
ま
し

た
。
増
額
と
な
っ
た
要
因
は
、
総
務
費

で
は
、
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

工
事
や
町
有
地
の
売
却
に
伴
う
基
金
へ

の
積
み
立
て
な
ど
、
減
額
と
な
っ
た
要

因
は
、
寒
川
駅
土
地
区
画
整
理
事
業
や

下
水
道
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の

減
な
ど
で
す
。

　

昨
年
度
行
っ
た
主
な
事
業
は
、
寒
川

駅
土
地
区
画
整
理
事
業
費
十
一
億
九
千

二
百
十
七
万
円
、
児
童
手
当
等
支
給
事

業
費
三
億
八
千
九
百
三
十
四
万
円
、
小

学
校
施
設
改
修
事
業
費
六
千
七
百
三
十

一
万
円
、
じ
ん
芥
処
理
事
業
費
二
億
五

千
六
百
四
十
万
円
、
総
合
図
書
館
運
営

事
業
費
一
億
三
千
二
十
二
万
円
な
ど
で

す
。

 
平
成
二
十
年
度
決
算
概
要

歳入の内訳
自主財源（自主的に調達できる財源） 
町税　96億1,202万円
　…町民の皆さんや町内に事業所を持
　　つ法人等に納めていただく税金
繰越金　9億4,511万円
　…前年度の決算上の剰余金
財産収入　7億7,177万円
　…町有地などを売却したお金
繰入金　5億3,566万円
　…一般会計、特別会計および基金の
　　間で、相互に資金運用するお金
諸収入ほか　6億5,750万円

依存財源 （国・県などから配分される財源）
町債　8億6,440万円
　…公共施設の整備などに借りたお金
国庫支出金　7億961万円
　…国から交付される補助金や負担金
県支出金　5億7,331万円
　…県から交付される補助金や負担金
地方消費税交付金　4億7,360万円
　…納められた消費税を一定の基準で
　　案分し、国から交付されるお金
地方譲与税ほか　4億4,059万円

特　集

繰越金
6.0％

財産収入
5.0％

諸収入ほか
4.2％

町債
5.5％

地方譲与税ほか　2.9％

県支出金　3.7%

地方消費税交付金　3.0%

国庫支出金
4.6%

町税
61.7％

繰入金 3.4％
歳入総額
155億8,357万円

依存財

源

自 主
財

源

固定資産税
44億9,441万円

都市計画税
４億9,522万円

町たばこ税
３億2,956万円

軽自動車税
5,597万円

町民税
42億3,686万円
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特
別
会
計

特
別
会
計
と
は
、
税
金
を
中
心
と

し
た
収
入
に
よ
り
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
一
般
会
計
と
は
違
い
、
国

民
健
康
保
険
や
下
水
道
の
よ
う
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
保
険
料
や
使
用
料
な
ど
で
、

運
営
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
い
い
ま
す
。

特別会計の決算概要
区　　　分 歳入決算額 対前年比

伸率（％） 歳出決算額 対前年比
伸率（％）

国 民 健 康 保 険 事 業 50億8,853万円 1.2 49億6,449万円 △0.5

老 人 保 健 事 業 2億4,741万円 △88.9 2億2,305万円 △90.0

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 5億1,201万円 ─ 4億7,821万円 ─

下 水 道 事 業 17億7,706万円 5.3 17億4,701万円 5.8

介 護 保 険 事 業 19億6,237万円 6.0 17億6,596万円 3.8

（仮称）健康福祉総合センター用地取得事業 7億3,606万円 ─ 7億3,606万円 ─

合 計 103億2,344万円 △4.3 99億1,478万円 △6.3 

後期高齢者医療事業および（仮称）健康福祉総合センター用地取得事業は、平成２０年度から事業開始のため、
対前年比伸率はありません。

歳出の内訳
民生費　33億5,163万円
　…福祉・医療などの経費
総務費　29億8,059万円
　…行政運営のための経費
土木費　29億3,851万円
　…道路やまちづくりのための経費
教育費　15億472万円
　…学校や生涯学習のための経費
衛生費　13億6,859万円
　…ごみ処理や病気予防のための経費
公債費　12億2,670万円
　…町債やその利子の返還のための経費
消防費　5億6,437万円
　…消防や火災予防のための経費
議会費　2億167万円
　…議会運営のための経費
労働費　1億6,394万円
　…勤労者のための経費
商工費　1億4,615万円
　…商工業・観光振興のための経費
農林水産業費　1億2,621万円
　…農林業の振興のための経費

歳出総額
145億7,308万円

土木費
20.2％

民生費
23.0％

総務費
20.4％

教育費
10.3％

衛生費
9.4％

公債費
8.4％

消防費　3.9％
議会費　1.4％
労働費　1.1％
商工費　1.0％
農林水産業費　0.9％

160

140

120

100

80

0

※平成19年度は税制改正に伴う税源移譲があったため町税が増えています。

決算額と町税の推移（一般会計）

平成16年度

歳
　
入

歳
　
出

歳
　
入

歳
　
出

歳
　
入

歳
　
出

歳
　
入

歳
　
出

歳
　
入

歳
　
出

町税

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度

特　集
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分
析
そ
の
一

指
標
で
見
る
財
政
状
況
は
、
地
方

公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
（
財
政
健
全
化
法
）
に
よ

る
指
標
で
、
町
の
財
政
状
況
を
客
観
的

に
判
断
し
て
い
ま
す
。
財
政
状
況
は
早

期
健
全
化
基
準
、
財
政
再
生
基
準
に
よ

り
判
断
さ
れ
ま
す
。

　

早
期
健
全
化
基
準
と
は
、
「
黄
色
信

号
状
態
」
。
各
判
断
比
率
の
い
ず
れ
か

が
こ
の
基
準
に
該
当
す
る
と
、
早
期
健

全
化
計
画
を
策
定
し
た
上
で
議
会
の
議

決
を
経
て
公
表
し
、
都
道
府
県
知
事
へ

報
告
、
そ
の
後
、
毎
年
度
実
施
状
況
を

公
表
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

財
政
再
生
基
準
と
は
、
「
財
政
破は

綻た
ん

状
態
」
。
財
政
再
生
計
画
を
定
め
て
国

と
協
議
し
、
そ
の
計
画
の
実
施
状
況
を

毎
年
度
、
国
へ
報
告
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

自
治
体
の
財
政
運
営
が
財
政
再
生
計
画

に
適
合
し
な
い
と
判
断
さ
れ
る
と
、
国

は
予
算
の
変
更
な
ど
必
要
な
措
置
を
勧

告
し
ま
す
。

分
析
そ
の
二

寒
川
家
の
家
計
簿
は
、
普
段
耳
慣

れ
な
い
財
政
用
語
を
皆
さ
ん
の

生
活
に
置
き
換
え
て
説
明
し
た
も
の
で

す
。
二
十
年
度
だ
け
を
見
る
と
十
億
円

あ
ま
り
の
黒
字
が
あ
り
ま
す
が
、
新
た

な
借
金
を
八
億
円
以
上
し
て
い
ま
す
。

 
寒
川
町
の
決
算
大
分
析

町民１人あたりの
支出額

土木費
（道路整備費など）
61,588円

民生費
（老人福祉・児童福祉費など）

70,247円

総務費
（庁舎維持管理経費など）

62,470円

教育費
（学校施設改修事業費など）

31,538円

衛生費
（ごみ処理費など）
28,684円

公債費
（借入金の返済）
25,710円

消防費
（消防車両等整備経費など）

11,829円

議会費
（議会運営費など）
4,227円

労働費
（勤労者福祉事業費など）

3,436円

商工費
（商工業振興対策等経費など）

3,063円

農林水産業費
（農道等整備費など）

2,645円

※平成21年４月１日現在の人口47,712人で計算

寒川町の平成 20 年度健全化判断比率
実質赤字比率（％） 連結実質赤字比率（％） 実質公債費比率（％） 将来負担比率（％） 公営企業会計に係る資金不足比率（％）

寒川町20年度比率 － － 5.4 74.4 －
早期健全化基準 13.28 18.28 25.0 350.0 20.0
財政再生基準 20.0 40.0 35.0

注１：実質赤字比率と連結実質赤字比率について、寒川町の20年度決算において赤字がなかったため、判断比率は－になります。
注２：資金不足比率は、資金不足ではないため、判断比率は－になります。

実質赤字比率 一般会計等において、歳入総額から歳出総額を差し引いた金額が赤字である場合、その赤字額が町の財
政規模の中においてどの程度の割合を占めているかを示すことで健全性を判断します。

連結実質赤字比率
実質赤字比率は町の一般会計等における赤字額の割合を示すものであるのに対し、この連結実質赤字比
率は、特別会計（国保・老健・下水道・介護・後期高齢）も連結決算の対象とし、一般会計等と特別会
計を合わせた赤字額がどの程度なのかを示します。（自治体によっては、公立病院や公営鉄道、公営バス
なども連結対象になります）

実質公債費比率 地方債の元利償還金などのために支出した額が、町の財政規模に対してどの程度の割合なのかを示す数
値です。

将来負担比率
地方債残高や債務負担行為（将来にわたるローン＝図書館購入費など）、職員の退職手当負担分、町が出
資する関連法人（＝寒川町土地開発公社、（株）さむかわ公共サービスなど）の赤字額、それらを町の将
来負担として捉え、その負担額がその年度の財政規模に対してどの程度の割合なのかを示す数値です。

公営企業会計に係
る資金不足比率　

寒川町においては下水道事業特別会計に適用される指標で（公営企業に該当する会計が適用される指標）、
事業会計が赤字であれば資金不足を生じている状態であり、その資金不足額が事業規模に対してどの程
度の割合かを示す数値です。

　指標で見る財政状況分析
その一

平成20年度決算における寒川町の財政状況は、健全化判断比率によると
「早期健全化・財政再生基準」には該当しませんが、経済情勢が依然と
して不透明な中、慎重な財政運営が求められます。

特　集
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収　　　　入 昨年度との
比較（％）　 支　　　　出 昨年度との

比較（％）　

給料
（町税・施設使用料など）

自
　
主
　
財
　
源

98億6,732万円
（105％）

食費
（人件費）

義
　
務
　
的
　
経
　
費

32億2,840万円
（97％）

貯金の取り崩し
（繰入金）

５億3,566万円
（128％）

医療費など
（扶助費）

17億6,985万円
（104％）

前年からの繰越金
（繰越金）

９億4,511万円
（104％）

光熱水費・日用品
（物件費）

24億343万円
（91％）

その他
（預金利子など）

11億7,397万円
（153％）

家の補修費
（維持補修費）

9,975万円
（160％）

実家からの仕送り
（国県支出金等） 依

存
財
源

21億9,711万円
（86％）

自治会費・サークル費など
（補助費等）

４億6,880万円
（105％）

借金
（町債）

８億6,440万円
（78％）

ローン返済
（公債費）

12億2,670万円
（98％）

合　計 155億8,357万円
（102％）

子どもへの仕送り
（繰出金）

18億5,122万円
（111％）

家の増改築費
（普通建設事業費）

投資的
経費　

21億4,110万円
（92％）

貯金
（積立金）

そ
の
他
の
経
費

11億6,641万円
（201％）

友人に貸すお金
（投資および出資金等）

２億1,742万円
（97％）

合　計 145億7,308万円
（102％）

家計簿を見る４つのポイント
①収入から支出を差し引くと10億1,049万円の黒字です。ただし、このうち、4億690万円は平成

21年度に使途が決まっているので、純粋な黒字額というのは6億359万円になります。(純粋な
黒字額や土地を売ったお金などのうち､約11億円は貯金しました｡)

②町自ら集めるお金である自主財源は全収入のうち約80％で、借金や国、県からの補助金などの
依存財源は約20％になります。

③借金の返済で12億2,670万支払っているものの、新たな借金も8億6,440万円しています。
④消費的経費に借金の返済と特別会計への繰出金を合わせると（これらを合わせて義務的経費と言

う場合もあります）、約76％になります。ということは、町独自のカラーを出すために自由に
使えるお金は約24％になります。（正確には「経常収支比率」というもので自治体財政の硬直
具合をはかります。寒川町は86.9％で、自由に使えるお金は約13％になります）

寒川家の家計簿分析
その二

特　集
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平
成
二
十
一
年
度
上
半
期
の
概
要

今
年
四
〜
九
月
ま
で
の
平
成
二
十

一
年
度
上
半
期
の
財
政
状
況
は
、

収
入
、
支
出
と
も
に
ほ
ぼ
予
定
ど
お
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

予
算
編
成
時
に
比
べ
、
法
人
町
民
税

予
定
納
税
の
還
付
金
、
参
議
院
議
員
補

欠
選
挙
に
か
か
る
費
用
、
災
害
用
特
殊

ポ
ン
プ
自
動
車
の
購
入
、
道
路
維
持
補

修
工
事
の
追
加
な
ど
が
あ
り
、
予
算
の

補
正
を
し
ま
し
た
。

歳
入
の
解
説

上
半
期
に
町
に
収
入
と
し
て
入
っ

た
お
金
は
、
六
十
八
億
八
千
九

百
六
十
七
万
円
で
、
予
算
額
の
約
四
十

七
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
ほ
ぼ
予
定
ど
お

り
の
収
入
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
が
上
半

期
で
予
算
額
の
約
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
の

収
入
が
あ
り
ま
し
た
。

歳
出
の
解
説

支
出
額
に
つ
い
て
は
、
執
行
割
合

に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
も
の
の
、

お
お
む
ね
半
分
を
支
出
し
て
い
ま
す
。

突
発
的
な
支
出
は
な
く
、
計
画
通
り
の

支
出
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

執
行
割
合
が
特
に
高
い
労
働
費
に
つ

い
て
は
、
労
働
者
福
利
資
金
預
託
金
事

業
が
そ
の
大
半
を
占
め
て
お
り
、
預
託

金
の
年
間
分
の
支
払
い
が
年
度
当
初
に

あ
る
た
め
九
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う

支
出
割
合
に
な
っ
て
い
ま
す
。

町
債
の
状
況

町
の
借
金
で
あ
る
町
債
の
残
高（
平

成
二
十
一
年
九
月
三
十
日
現
在
）

は
、
約
二
百
十
九
億
四
千
三
十
四
万
円

で
、
町
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、

四
十
五
万
九
千
二
百
六
十
二
円
の
負
担

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
目
的
別
内
訳

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

平
成
二
十
一
年
度

上
半
期
の
財
政
状
況
（
一
般
会
計
）

当初予算 補正額 現計予算 収入済額 支出済額

141 億 4,100 万円 4 億 2,123 万円 145 億 6,223 万円 68 億 8,967 万円 64 億 206 万円

現在高
（万円）

構成比
（％）

住民１人あたり負
担額（円）　

一般会計

総務債 7,473 0.3 1,564 
民生債 3,681 0.2 770 
衛生債 2,568 0.1 538 
土木債 545,712 24.9 114,230 
消防債 12,001 0.5 2,512 
教育債 185,306 8.4 38,789 

減税補てん債 131,336 6.0 27,492 
臨時税収補てん債 18,043 0.8 3,777 
臨時財政対策債 295,985 13.5 61,957 

小　　計 1,202,105 54.8 251,628 

特別会計
下水道債 921,805 42.0 192,955 

民生債（用地） 70,125 3.2 14,679 
小　　計 991,930 45.2 207,634 

合　　計 2,194,035 100.0 459,262 

収入済割合（％）

※数値については単位未満を
　四捨五入しているため合計
　額が一致しないことがあり
　ます。

特　集

町税
86億853万円
（60.6％）

町債
11億8,833万円

（0.0％）

諸収入　3億9,982万円（25.4％）

繰越金　6億360万円（100.0％）

地方消費税交付金　4億5,000万円（67.5％）

現計予算

歳入総額
145億6,223万円
（47.3％）

繰入金
10億3,300万円

（0.0％）

国庫支出金
9億5,101万円

（12.6%）

県支出金
6億4,044万円（31.3%）

分担金および負担金　1億2,358万円（44.3％）

地方特例交付金　1億428万円（114.1％）

自動車取得税交付金　1億1,100万円（20.0％）

地方譲与税　1億1,700万円（31.1％）

財産収入　8,617万円（46.2％）
使用料および手数料　6,556万円（67.1％）
その他　7,993万円
　利子割交付金　2,700万円（35.4％）
　地方交付税　1,500万円（0.0％）
　株式等譲渡所得割交付金　1,500万円（0.0％）
　配当割交付金　1,350万円（34.0％）
　交通安全対策特別交付金　900万円（62.4％）
　寄附金　43万円（2615.8％）

　

内
訳
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町有財産の状況
（平成21年９月30日現在）

現金、有価証券、積立金
　３７億５,４４７万円

土　地
　３９１,１６９㎡

家　屋
　１１５,０３５㎡

これっていくら？事業コストを公表しています

　役場の仕事には、どれだけ費用がかかっているのか。考えたことはありますか。

　何に、どれだけの費用がかかっているのか、皆さんの税金をどのように使っているか。少し

でも身近に感じてもらえるように、それぞれの窓口で担当している行政サービスを提供するの

にかかった費用（事業コスト）を分かりやすく公表しています。

　各窓口のほかに、役場情報公開コーナー、寒川総合図書館、企画政策部財政担当で事業コス

トの冊子をご覧いただけます。町ホームページにも掲載していきます。

『広報さむかわ』を制作するに
あたり、１部あたり「３６円」の
コストがかかっています

（昨年よりマイナス２円）

（A）印刷製本費 ８，４７７，２５９円

（－７５４，９８０円 ページ数の減）

（B）制作に係る人件費 ５，００９，５４４円

（－１０６，２００円）

（C）消耗品等（コピー用紙等） ３６，３９３円

（ ＋７，９４８円）

（D）広報掲載料（市町村振興協会宝くじ広報） ２００，０００円

（＋１００，０００円）

（ ）内は昨年比です。

（A）＋（B）＋（C）－（D）÷３７３，２００部＝ ３６円
※事業費は２０年度決算額を用いています。

人件費の単価は町職員のボーナスも含めた平均時給です。

手にとって読んでい

ただける広報づくりを

心掛けています。みな

さんからの情報をお

待ちしています。

【内訳】

＜ １日号＞ ３，３９４円×９９ｈ×１２月＝ ４，０３２，０７２円

＜１５日号＞ ３，３９４円×２４ｈ×１２月＝ ９７７，４７２円

- 1 -

防 犯 灯 維 持 管 理 事 業 費

昨年１年間に防犯灯を

維持管理するためにかかった費用は！？

町民１人あたり ３９０円 １基あたり ５，７５７円
（前年比１０円増） （前年比４１０円減）

町民１人あたり [（Ｂ）＋（Ｃ）＋（Ｅ）]÷（Ｄ）＝ ３９０円

防犯灯１基あたり [（Ｂ）＋（Ｃ）＋（Ｅ）]÷（Ａ）＝５，７５７円

（Ａ） 設置基数 ３，２３６基 （Ｂ） 電気料 ８，４９９，０６６円

（平成２１年３月３１日現在） （前年比 １，２５５，９０３円増）

（Ｃ） 修繕料 ８，１７６，２９６円 （Ｄ） 人 口 ４７，７１２人

（前年比 ３４４，３４８円増） （前年比 １８１人増）

（Ｅ） 人件費 １，９５４，９４４円・・・・・・・防犯灯維持管理にかかる人件費

（前年比 １，０１５，４８８円減） （３，３９４円×月あたり約２４時間×１２ヶ月×２人＝１，９５４，９４４円）

防犯灯は・・・

夜道を明るく照らす防犯灯は、

安全な歩行の確保や犯罪の

未然防止など、安全で快適な

街づくりに大きな役割を果たし

ています！！

《防犯灯の球切れや修理が必要なときは

自治会役員の方に連絡して下さい！！》

＊「事業費は２０年度決算額を用いています」「人件費の単価は、町職員のボーナスも含めた平均給与です。」

 
 

町営プールの開場期間中（7/1～8/31）に要

した経費は入場者１人当たり「８６３円」（昨

年比３３円減）のコスト（事業費）です。 
 ��多くの方々にご来場いただいた

ことにより、１人当たりのコストを下げる

ことができました。 

 

 

猛暑の夏が続く昨今、涼を求めて町営プー

ルに来てみませんか？ 
 より多くの方々に夏の定番娯楽である水

遊び（水泳）を楽しんでいただくためにスラ

イダープール・５０ｍプール・２５ｍプール

幼児用プールを完備しております。 
 ７月、８月の２ヶ月間開場しておりますの

で、ぜひご来場下さいませ。 
 なお、入場料３,９８０,８００円は指定管理者の財源となります。 
 
Ａ 人件費（事務費）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４２０，８５６円 
         ３，３９４円 × １人 × ２時間 × ３１日 × ２ヶ月  
Ｂ 需用費（修繕料）・・・・・・・・・・・・・・・・・・１，７９３，０８５円  
Ｃ 役務費（建物災害保険料）・・・・・・・・・・・・・・・・・４７，４３９円  
Ｄ 委託料（管理業務料）・・・・・・・・・・・・・・・１９，８０３，４５６円  
Ｅ 使用料及び賃貸料（臨時駐車場土地借上料）・・・・・・・・４０７，８００円  
Ｆ 負担金補助及び交付金（共用施設維持管理分担金）・・・・・２８５，７１７円  
Ｇ 町営プール入場者数 ２６，３８０人 
 
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ）   ÷   （Ｇ）   ＝ 入場者１人あたりのコスト 

２２,７５８,３５３（円） ÷  ２６,３８０（人）＝   ８６３（円） 
（昨年比３４０,１３３円増）（昨年比１,３５１人増）（昨年比３３円減） 
 
※事業費は２０年度決算額を用いています 
 人件費の単価は町職員のボーナスも含めた平均時給です 

支出済割合（％）

現計予算

歳出総額
145億6,223万円
（44.0％）

労働費　１億6,573万円（91.7％）
農林水産業費　１億2,209万円（37.3％）
予備費　4,123万円（0.0％）

商工費　１億7,386万円（60.8％）
議会費　１億8,510万円（48.3％）
消防費　６億2,159万円（41.0％）

土木費
27億6,697万円

（45.1％）

民生費
35億193万円
（48.9％）

総務費
20億322万円
（47.7％）

教育費
19億6,505万円

（34.1％）

衛生費
17億3,846万円

（37.3％）

公債費
12億7,700万円

（40.9％）

特　集



10広報さむかわ　2009. 12.

さ
む
か
わ
２
０
２
０
プ
ラ
ン

町
で
は
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
平

成
三
十
二
年
度
ま
で
の
間
、
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
寒
川
町
総
合

計
画
「
さ
む
か
わ
２
０
２
０
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
、
計
画
に
沿
っ
て
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
図
の
よ
う
に
「
基
本

構
想
」
「
基
本
計
画
」
「
実
施
計
画
」

の
三
層
に
な
っ
て
い
ま
す
。
前
期
基
本

計
画
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
度

で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
本
年
度
か
ら

三
年
間
か
け
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
平

成
三
十
二
年
度
ま
で
の
後
期
基
本
計
画

お
よ
び
第
三
次
実
施
計
画
の
策
定
に
取

り
か
か
り
ま
す
。
本
年
度
は
、
後
期
基

本
計
画
の
素
案
を
作
る
予
定
で
す
。

町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

世
界
的
不
況
に
よ
り
、
町
の
財

政
が
危
機
的
状
況
に
あ
る
中

で
、
町
の
将
来
に
向
け
た
施
策
展
開
は
、

「
選
択
と
重
点
化
」
の
考
え
方
に
基
づ

き
、
真
に
必
要
な
施
策
立
案
を
行
い
、

そ
の
施
策
を
確
実
に
推
進
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
町
自
治
基
本
条
例
の
「
町
民
と

町
が
協
働
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
基
本

理
念
に
基
づ
き
、
町
民
主
体
で
計
画
を

策
定
す
る
た
め
に
は
、
素
案
づ
く
り
の

段
階
か
ら
町
民
の
皆
さ
ん
に
参
画
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
町
の
将
来
に
向
け
た
施

策
検
討
を
行
う
た
め
、
町
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

　

町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
は
、
後
期

基
本
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
声
を
反
映
さ
せ
る
一
つ
の
手

法
と
し
て
開
催
す
る
町
民
参
加
型
の
会

議
で
、
ま
ち
づ
く
り
の
分
野
（
総
合
計

画
の
各
章
）
ご
と
に
複
数
人
で
班
を
編

成
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
し

ま
す
。

　

検
討
内
容
と
し
て
は
、
前
期
基
本
計

画
の
時
勢
と
の
整
合
性
や
進
捗
状
況
な

ど
を
検
証
し
ま
す
。
今
後
の
町
の
方
向

性
を
検
討
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
施

策
立
案
を
行
い
、
後
期
基
本
計
画
へ
の

提
言
を
ま
と
め
ま
す
。

さ
む
か
わ
２
０
２
０
プ
ラ
ン
後
期
基
本
計
画

町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

さむかわ2020プランの体系

基本構想

平成14～32年度

基本計画

前　期 後　期

平成14～23年度 平成24～32年度

実施計画

第１次 第２次 第３次 第４次

平成18年度
終了

平成23年度
終了

平成24年度
から５年間

平成29年度
から４年間

町民ワークショップのイメージ

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
評

価
・
新
た
な
施
策
提
案
　

取
り
組
み
の
実
現
に
向
け

て
誰
が
何
を
す
べ
き
か
？

反
映

総合計画
施策

提言書

総合計画

町民参画

特　集
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　町民ワークショップでは、現在ある基本構想の５本の柱（各章）を基本として施策の検討をします。
　○印がついている施策について、これまでの取り組みの評価や新たな施策の提案をします。
　また施策の実現に向けて誰が何をすべきか検討し、提言書を作成します。

とき　１月10日～31日の日曜日（全４回）
ところ　役場東分庁舎、寒川総合体育館
対象　町内在住か在勤または在学の全日程参加できる人　50人／抽選
申し込み　12月15日（火）から24日（木）までの間に企画政策部企画調整担当へ電話か直接また
はＥメールで
※詳しくはお問い合わせください。

企画政策部 （７４）１１１１内線２３１企画調整担当FAX（７４）９１４１
m-kikaku@town.samukawa.kanagawa.jp

さむかわ２０２０プラン　基本構想５本の柱

町民ワークショップに積極的な参画をお願いします

快適でにぎわいのあるまちづくり
連携を考えた交通環境の整備を進めます
○交通体系の整備

快適な生活環境の整備を進めます
○公園・緑地の整備

○下水道・河川の整備

○生活環境の向上

魅力ある市街地の整備を進めます
○市街地環境の整備

環境と共生したうるおいのあるまちづくり
水とみどりの保全と活用を進めます
○緑化の推進

環境にやさしいまちづくりを進めます
○環境共生の推進

○資源の有効活用の推進

○廃棄物の適正処理

魅力ある産業と活力のあるまちづくり
まちの特性を生かしたふるさとの創造を図ります
○商業の振興

○工業の振興

○農業の振興

○勤労者対策の充実

○観光の振興

安心で生きがいのあるまちづくり
明るく生きがいのある健康づくりを進めます
○健康づくりの推進

○保健・医療の充実

○社会保障制度の推進

心のかよいあう福祉を充実します
○地域福祉の充実

○高齢者福祉の充実

○児童福祉の充実

○障害福祉の充実

安心して暮らせるまちづくりを充実します
○防災対策の充実

○消防・救急体制の充実

○交通安全・防犯対策の充実

○地域活動の推進

○共に支え合う地域社会の実現

豊かな心と文化をはぐくむまちづくり
ふれあいのある生涯学習を充実します
○生涯学習の推進

○スポーツ・レクリエーション活動の推進

豊かな心をはぐくむ教育を進めます
○家庭教育・学校教育の推進

○青少年の育成

地域の文化活動を進めます
○地域文化の振興

○地域間交流の推進

特　集
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町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

町
が
現
在
行
っ
て
い
る
施
策
に
対

し
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
ど
の
よ

う
に
感
じ
、
生
活
し
て
い
る
か
を
的
確

に
把
握
し
、
「
さ
む
か
わ
２
０
２
０
プ

ラ
ン
後
期
基
本
計
画
」
を
始
め
と
し
た

町
政
に
生
か
す
た
め
、
本
年
四
月
に
行

政
施
策
に
関
す
る
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
調
査
対
象
と
な
っ

た
の
は
、
無
作
為
で
抽
出
し
た
二
十
歳

以
上
の
町
民
千
五
百
人
。
調
査
票
の
配

布
・
回
収
は
郵
送
で
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、町
の
財
政

状
況
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、「
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
」、「
現
状
の
町
の

施
策
」、「
今
後
の
町
の
施
策
の
重
要
度
」

な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方

環
境
や
町
民
の
皆
さ
ん
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
な
ど
も
大
き
く
変
化

し
て
き
て
い
ま
す
。
町
が
提
供
す
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
や
そ
れ
に
対
す
る
負
担（
税

や
保
険
料
、施
設
の
利
用
料
金
な
ど
）に

つ
い
て
の
考
え
方
に
つ
い
て
の
項
目
で
す
。

現
状
の
町
の
施
策

普
段
生
活
し
て
い
る
中
で
、
町
の

施
策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

感
じ
て
い
る
か
、
調
査
し
ま
し
た
。

今
後
の
町
の
施
策
の
重
要
度

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
何
を
優

先
的
に
行
う
べ
き
か
、
調
査
し

ま
し
た
。

あ
な
た
の
声
を
町
政
に

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

重要度の高かった施策 満足度の高かった施策

１ 地域医療の充実 １ し尿処理収集対策の推進

２ 介護保険制度の推進 ２ 公共下水道の整備

３ 救急救助体制の充実 ３ ゴミの収集処理対策の推進

重要度の低かった施策 満足度の低かった施策

１ ツインシティ倉見地区の整備 １ エネルギー対策の推進

２ 地域間交流の推進 ２ 商業の活性化の推進

３ 観光対策の推進 ３ 観光対策の推進

今後の町の施策の重要度

行政サービスのあり方について

現状の町の施策について

アンケートの回収率とその年代

未回収
1010人
（67.3％）

回収数
490人

（32.7％）

無回答・無効

その他

わからない

町が行うサービスを限定し、負担は減らす

サービスを縮小し、負担の拡大を抑える

サービスを拡大するため、負担の拡大もやむを得ない

4.1％

6.7％

18.2％

37.1％

19.4％

14.5％

満足度と今後の重要度の分析（ポートフォリオ分析）の見方

今後の重要度が高いが、現状の評価が低
いため、力を入れて取り組むべき施策

今後の重要度が高いが、現状の評価も高
いため、現状維持を図るべき施策

現状の評価が低いが、今後の重要度も低
いため、状況に応じて取り組むべき施策

現状の評価が高いが、今後の重要度は低
いため、力を入れる必要性が低い施策

施策タイプⅠ 施策タイプⅡ

施策タイプⅢ 施策タイプⅣ

特　集

重要度の平均値

満足度の
平均値

30代
（13.7％）
20代（3.7％）

40代
（13.5％）

50代
（18.4％）

60代
（22.8％）

70代
（27.7％）

無回答・無効（0.2％）回答者の年代
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満足度と今後の重要度の分析（ポートフォリオ分析）

　アンケート調査の結果を、どのような施策に重点的に取り組むべきかを明確にするために、皆さん
の回答を数値化し、平均値を求め、その結果をまとめました。

※詳しくは町ホームページにも掲載しています。

3.4

3.6

3.0

3.2

1.4 1.6 1.8 2.0 2.4 2.6 2.8 3.0

 

3.4

3.6

3.0

3.2

2.6

2.8

2.4

1.4 1.6 1.8 2.0 2.4 2.6 2.8 3.0

 

施策タイプⅡ
現状維持を図るべき施策

施策タイプⅠ
力を入れて取り組むべき施策

施策タイプⅣ
力を入れる必要性が低い施策

施策タイプⅢ
状況に応じて取り組むべき施策

今
後
の
重
要
度

特　集
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からのお知らせ町

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ予

防
接
種

実
施

の

を

し
ま
す

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
、
国
が
定
め
た
優
先
接
種
順
位
に
従
っ
て
順
番
に
実
施
し
ま
す
。

　
予
防
接
種
は
、
受
け
れ
ば
感
染
し
な
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
感
染
し
、
発
症
し
た
場
合
に

死
亡
者
や
重
症
者
の
発
生
を
で
き
る
限
り
減
ら
す
こ
と
が
目
的
で
す
。
効
果
に
も
個
人
差
が
あ
り
、
接
種

し
た
こ
と
に
よ
り
副
反
応
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
接
種
は
任
意
で
す
の
で
、
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
を
理
解
さ
れ
、
自
身
の
判
断
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

ワ
ク
チ
ン
の
数
に
は
限
り
が

あ
る
た
め
、
感
染
し
た
場
合
に

重
症
化
し
や
す
い
人
か
ら
順
に

接
種
を
行
い
ま
す
。

　

国
の
定
め
た
標
準
的
な
接
種

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
上
図
の
と

お
り
で
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
出
荷
状
況
な
ど

に
よ
り
、
前
後
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

接
種
の
仕
方

　

接
種
は
原
則
と
し
て
予
約
制

で
す
。

　

妊
婦
お
よ
び
基
礎
疾
患
が
あ

る
人
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
療

機
関
で
相
談
の
上
、
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

　

基
礎
疾
患
の
あ
る
人
で
、
か

か
り
つ
け
の
医
療
機
関
で
接
種

で
き
な
い
場
合
は
、
か
か
り
つ

け
医
が
発
行
す
る
「
優
先
接
種

対
象
者
証
明
書
」
を
、
別
の
医

療
機
関
へ
提
示
し
て
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

優
先
順
位
の
確
認
書
類

　

医
療
機
関
で
接
種
す
る
と
き

に
は
、
優
先
順
位
の
区
分
を
確

認
で
き
る
書
類
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
、
下
表
の
書
類
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
回
数

　

基
本
は
一
回
接
種
で
す
。
基

礎
疾
患
の
あ
る
人
は
、
症
状
に

よ
り
医
師
の
判
断
で
二
回
接
種

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

十
八
歳
未
満
の
人
は
二
回
の

接
種
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、

今
後
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

副
反
応

　

接
種
し
た
箇
所
が
赤
く
な

る
・
腫
れ
る
・
痛
む
な
ど
の
局

所
反
応
や
、
発
熱
・
悪
寒
・
頭

痛
・
嘔お
う

吐と

な
ど
の
全
身
反
応
が

二
〜
三
日
出
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

接
種
し
た
こ
と
に
よ
る
異
常

反
応
や
、
体
調
変
化
、
高
熱
や

け
い
れ
ん
な
ど
の
症
状
が
現
れ

た
場
合
は
、
速
や
か
に
医
師
の

診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

接
種
の
間
隔

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
は
、
一
回
目
と
二
回
目

は
一
カ
月
程
度
あ
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
と
、
他
の
予
防
接
種
と

の
間
隔
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
接
種
後
、
他
の
予
防
接
種

を
受
け
る
場
合
→
六
日
以
上
あ

け
る

●
生
ワ
ク
チ
ン
（
ポ
リ
オ
・
Ｂ

Ｃ
Ｇ
・
麻
し
ん
・
風
し
ん
な

ど
）
接
種
後
に
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
受
け
る
場

合
→
二
十
七
日
以
上
あ
け
る

●
不
活
性
化
ワ
ク
チ
ン
（
三
種

混
合
・
ほ
か
の
種
類
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
・
日
本
脳
炎
・
Ｂ
型

肝
炎
な
ど
）
接
種
後
に
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
受

け
る
場
合
→
六
日
以
上
あ
け
る

接種時に用意するもの
接種者の区分 必要なもの

基礎疾患患者 優先接種対象者証明書（かかりつけ医が接種する場合は不要）

妊婦 母子手帳

１歳～小学３年生 母子手帳、健康保険証など年齢を確認できるもの 

１歳未満の乳児の保護者 母子手帳、健康保険証または住民票など１歳未満の乳児と同一世帯である
ことが確認できる書類

身体上の理由により接種できな
い優先接種対象者の保護者等

優先接種対象者証明書、健康保険証、住民票など身体上の理由により接種
できない優先接種対象者と同一世帯であることが確認できる書類 

小学４年生以上、中学生、高校
生相当の年齢の人 健康保険証、学生証、住民票など年齢を確認できる書類

６５歳以上 健康保険証、運転免許証、住民票など年齢を確認できる書類

予防接種実施スケジュール（予定）

11月前半 11月後半 12月前半 12月後半 １月前半 １月後半 ２月前半 ２月後半 ３月前半 ３月後半

基礎疾患（最優先・入院患者のみ）

基礎疾患（最優先）

基礎疾患（その他）

１歳～小学３年生

１歳未満の乳児の保護者等

小学４～６年生

中学生

高校生の年齢相当

６５歳以上

妊　婦
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からのお知らせ町
接
種
費
用

一
回
目　

三
千
六
百
円

二
回
目　

●
一
回
目
と
同
じ

医
療
機
関
で
受
け
た
場
合　

二
千
五
百
五
十
円
●
一
回
目
と

異
な
る
医
療
機
関
で
受
け
た
場

合　

三
千
六
百
円

　

た
だ
し
、
生
活
保
護
世
帯
お

よ
び
町
県
民
税
が
非
課
税
の
世

帯
の
人
は
、
接
種
費
用
が
免
除

さ
れ
ま
す
。

接
種
費
用
の
免
除
制
度

 

町
に
住
民
登
録
ま
た
は
外
国

人
登
録
を
し
て
い
て
、
生
活
保

護
を
受
け
て
い
る
人
、
ま
た
は

町
県
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
の

人
は
、
接
種
費
用
が
免
除
さ
れ

ま
す
。
健
康
課
の
窓
口
で
事
前

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

来
庁
で
き
な
い
場
合
に
は
、

電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

町
外
に
住
所
が
あ
る
人
が
町

内
で
接
種
を
す
る
場
合
に
は
、

お
住
ま
い
の
市
町
村
に
事
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

必
要
な
も
の

印
鑑
（
認
印
）
、
平
成
二
十
一

年
一
月
一
日
以
降
に
町
内
へ
転

入
し
た
人
は
以
前
に
住
ん
で
い

た
市
町
村
が
発
行
す
る
非
課
税

証
明
書
（
世
帯
全
員
分
）
、
予

防
接
種
済
証
（
二
回
目
の
接
種

の
人
の
み
）
、
生
活
保
護
受
給

者
証
（
生
活
保
護
世
帯
の
み
）

接
種
医
療
機
関

　

接
種
で
き
る
町
内
の
医
療
機

関
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　

他
市
町
村
の
医
療
機
関
で
接

種
す
る
場
合
は
、
そ
の
市
町
村

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

費
用
免
除
対
象
者
が
茅
ケ
崎

市
内
の
医
療
機
関
で
接
種
す
る

場
合
に
は
、
事
前
に
健
康
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

健
康
課

（
７
４
）
１
１
１

１
内
線
１
６
１
予
防
担
当
FAX

（
７
４
）
５
６
１
３

新型インフルエンザ予防接種実施医療機関

名　　　称 住　　所 電話番号

受け入れ区分 接種できる対象者

入　院・
通院患者 一般患者 妊　婦 基礎疾患

（優先）
基礎疾患
（その他）

小児（１歳〜
小学３年生）

１歳未満
の乳児の
保護者　

小学４年生
〜高校生

高齢者
(65歳以上)

井上医院 大蔵959 ７５−０６３９ ○ ○ ○ ○ ○

神部医院 宮山3035
090-2752-1644

（予約専用） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
７４−５０００

木島医院 一之宮1-24-39 ７５−０００５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

倉見整形外科 倉見847-1 ７２−０２０１ ○ ○ ○ ○ ○ ○

けやきの森病院 宮山3505 ７４−５３３１ ○ ○ ○ ○

五島クリニック 倉見2197 ７４−８１８０ ○ ○ ○ ○ ○

今野外科医院 中瀬1-10 ７５−３０５０ ○ ○ ○ ○ ○ ○

寒川駅前クリニック 岡田898 ７２−３５８８ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

寒川岡田クリニック 岡田6-10-20 ７４−００５２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

寒川病院 宮山193 ７５−６６８０ ○ ○ ○ ○ ○ ○

玉井産婦人科・小児科 岡田5-5-8 ７４−２９２０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

永田外科医院 倉見3793-3 ７５−６０７５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

林こどもクリニック 一之宮1-3-36 ７５−８８０８ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

原田内科医院 岡田3-7-35 ７４−０７０２ ○ ○ ○ ○ ○ ○

広田内科クリニック 一之宮8-14-11 ７４−２２３１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

横山外科胃腸科医院 田端1159 ７４−７７０７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

たかはし耳鼻科 岡田5−5−8 ７２−３３８７ ○ ○ ○ ○ ○

さむかわ富田クリニック 一之宮2−23−11 ７２−５７７７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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からのお知らせ町
　

町
で
は
、
子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
を
総
合
的
に
進
め

る
た
め
、
平
成
十
七
年
三
月
に

「
寒
川
町
次
世
代
育
成
支
援
対

策
行
動
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。

　

こ
の
計
画
は
、
五
年
を
一
期

と
し
て
策
定
し
、
前
期
計
画
期

間
が
今
年
度
で
終
了
す
る
た
め
、

後
期
五
年
間
の
計
画
策
定
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
素
案
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
、
広
く
町
民
の

次
世
代
育
成
支
援
対
策
後
期
行
動
計
画

　
　
　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
と
と

も
に
、
ご
意
見
を
募
集
し
、
計

画
に
反
映
す
る
た
め
、パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

 
意
見
募
集
期
間

　

十
二
月
八
日
（
火
）
〜
一
月

八
日
（
金
）

 

資
料
閲
覧
場
所

　

子
育
て
支
援
課
、
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
、
町
民
セ
ン
タ
ー
、

寒
川
町
公
民
館
、
北
部
・
南
部

文
化
福
祉
会
館
、
寒
川
総
合
体

育
館
、
寒
川
総
合
図
書
館
、
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー

 

意
見
提
出
方
法

　

所
定
の
用
紙
ま
た
は
任
意
の

用
紙
に
住
所
、
氏
名
（
団
体
の

場
合
は
、
団
体
名
と
所
在
地
）

等
を
記
入
し
、
子
育
て
支
援
課

へ
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
、
ま
た
は
資
料
閲
覧
場
所

に
あ
る
意
見
募
集
箱
へ
直
接

小
児
医
療
費
助
成
制
度

お
子
さ
ん

医
療
費

助
成

※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
は
、

内
容
ご
と
に
整
理
・
分
類
し
、

町
の
考
え
方
と
と
も
に
後
日
公

表
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
個
別

の
意
見
に
対
す
る
回
答
は
行
い

ま
せ
ん
。

　

町
で
は
お
子
さ
ん
が
病
院
等

で
受
診
し
た
と
き
に
支
払
う
医

療
費
の
保
険
診
療
分
の
自
己
負

担
額
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
１
４
１
子
育
て

支
援
担
当
FAX（
７
４
）５
６
１
３

kosodate@
tow

n.sam
ukaw

a.
kanagaw

a.jp 

　

小
学
三
年
生
ま
で
の
お
子
さ

ん
で

医
療
証
を
持
っ
て
い
な

い
場
合
や
、
小
学
四
年
生
以
上

中
学
校
卒
業
ま
で
の
お
子
さ
ん

が
入
院
を
し
た
場
合
は
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

※
一
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
の
助

成
に
は
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

子
育
て
支
援
課

内
線
１
４

３
子
育
て
支
援
担
当
FAX（
７
４
）

５
６
１
３

の

を
実
施
し
ま
す

の

を

し
ま
す

助成の範囲

０歳児
１歳

～

小学３年生

小学４年生

～

中学校卒業

入　院 ◎ ○ ○

通　院 ◎ ○ ×

◎は所得制限なし、○は所得制限あり、×は助成
なし

日
にっ

本
ぽん

年金機構が
来年１月１日から
スタートします

　国民の皆さんの信頼に応え、一層
のサービス向上の実現を目指し、社
会保険庁は組織・人員を一新し、１
月１日、「日本年金機構」として生
まれ変わります。
　現在ある社会保険事務所は新たに
「年金事務所」と名称が変わります
が、年金相談などの窓口として引き
続きご利用できます。

藤沢社会保険事務所（１月１日以降
は藤沢年金事務所） 0466（50）1151

社会保険庁
廃止

厚生労働省
公的年金の　　　　
財政責任・運営責任

日本年金機構
公的年金の運営業務
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からのお知らせ町
　
来
年
四
月
か
ら
町
立
保
育
園
に
入
園
を
希
望
す
る
児
童
の
受
け
付

け
を
一
月
に
行
い
ま
す
。

入
園
基
準

●
保
護
者
が
会
社
な
ど
で
月

十
六
日
以
上
働
い
て
い
る

●
保
護
者
が
自
営
業
・
内
職
な

ど
で
月
十
六
日
以
上
働
い
て
い
る

●
保
護
者
が
出
産
前
後
で
あ
る

（
二
カ
月
以
内
）

●
保
護
者
が
病
気
や
心
身
に
障

害
が
あ
る

●
家
族
に
長
期
に
わ
た
る
病
人

や
心
身
に
障
害
が
あ
る
人
が
い

て
、
保
護
者
が
介
護
し
て
い
る

●
火
災
・
地
震
な
ど
の
災
害
を

受
け
、
そ
の
復
旧
の
間
で
あ
る

※
保
護
者
以
外
に
祖
父
母
な
ど

が
家
庭
内
で
児
童
を
保
育
で
き

る
場
合
は
除
き
ま
す
。

保
育
対
象
年
齢

●
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
時

点
で
生
後
六
カ
月
以
上
（
平
成

二
十
一
年
九
月
生
ま
れ
ま
で
）

受
け
付
け
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
制
度

保
育
園
入
園
希
望
者

の
未
就
学
児

保
育
時
間

月
〜
土
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
八
時
〜
午
後
四
時

※
保
護
者
の
勤
務
時
間
な
ど
に

よ
り
延
長
保
育
を
希
望
す
る
場

合
は
、
実
情
に
応
じ
て
午
前
七

時
か
ら
午
後
七
時
ま
で
の
間
で

対
応
し
ま
す
。

入
園
申
込
書
の
配
布

と
き　

十
二
月
一
日（
火
）か
ら

と
こ
ろ　

子
育
て
支
援
課

入
園
受
付

と
き　

●
さ
む
か
わ
保
育
園
希

望
者　

一
月
二
十
日
（
水
）
午

前
九
時
三
十
分
〜
十
一
時
●
旭

保
育
園
希
望
者　

同
日
午
後
二

時
〜
四
時
●
一
之
宮
愛
児
園
希

望
者　

一
月
二
十
一
日
（
木
）

午
前
九
時
三
十
分
〜
十
一
時

と
こ
ろ　

役
場
東
分
庁
舎

注
意
事
項

●
入
園
受
付
に
は
必
ず
入
園
を

希
望
す
る
児
童
と
一
緒
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
指
定
の
日
時
に
都
合
の
悪

い
場
合
は
、
一
月
二
十
九
日

（
金
）
ま
で
に
子
育
て
支
援
課

へ
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
現
在
入
園
申
し
込
み
を
し
て

い
る
人
も
再
度
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

●
町
外
の
保
育
園
を
希
望
す
る

人
は
、
該
当
す
る
市
町
村
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
詳
し
い
内
容
は
、
入
園
申
込

書
に
添
付
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
課

内
線
１
４

２
保
育
担
当
FAX
（
７
４
）
５
６

１
３

　

ひ
と
り
親
家
庭
が
病
院
等
で

受
診
し
た
と
き
に
支
払
う
医
療

費
の
保
険
診
療
分
の
自
己
負
担

額
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
児
童
を
育
て
て
い
る
父
子

家
庭
と
母
子
家
庭
ま
た
は
養
育

者
家
庭
（
所
得
制
限
あ
り
。
下

一
覧
表
参
照
）

●
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

●
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

●
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害

の
状
態
に
あ
る
児
童

●
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら

か
で
な
い
児
童

●
父
ま
た
は
母
か
ら
一
年
以
上

遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

●
父
ま
た
は
母
が
一
年
以
上
拘

禁
さ
れ
て
い
る
児
童

●
母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ

た
児
童

●
父
母
が
と
も
に
不
明
で
あ
る

児
童
（
孤
児
な
ど
）

申
し
込
み

　

町
が
交
付
す
る
福
祉
医
療
証

が
必
要
で
す
。
希
望
す
る
人
は

町
へ
交
付
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
期
間

　

児
童
が
満
十
八
歳
に
な
っ
た

日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一

日
ま
で
（
児
童
に
一
定
の
障
害

が
あ
る
場
合
、
高
等
学
校
等
に

在
学
し
て
い
る
場
合
は
二
十
歳

未
満
ま
で
）

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
課

内
線

１
４
３
子
育
て
支
援
担
当
FAX

（
７
４
）
５
６
１
３

ひ
と
り
親
家
庭
等

生
活

支
援
の

を
し
ま
す

所得制限一覧表

扶養親
族等の
数　　

平成20年分所得

請求者
（親または養育者）配偶者・扶養義務者

０人 1,920,000円未満 2,360,000円未満

１人 2,300,000 2,740,000

２人 2,680,000 3,120,000

３人 3,060,000 3,500,000

４人 3,440,000 3,880,000
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わ
た
し
た
ち
の
生
活
の
中
で
、

化
石
燃
料
を
使
っ
て
走
る
自
動

車
は
と
て
も
便
利
な
道
具
で
す
。

　

し
か
し
、
自
動
車
を
使
用
す

る
こ
と
で
排
出
さ
れ
る
二
酸
化

窒
素
は
大
気
汚
染
や
酸
性
雨
、

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
原
因
に
、

二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果

ガ
ス
は
地
球
温
暖
化
の
原
因
に

な
り
、
環
境
に
負
荷
を
か
け
て

し
ま
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

自
動
車
に
乗
る
こ
と
は
環
境
に

負
荷
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
自

覚
し
て
、
運
転
す
る
と
き
に
は

環
境
に
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
10
の
す
す
め

●
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル

●
加
速
減
速
の
少
な
い
運
転

●
早
め
の
ア
ク
セ
ル
オ
フ

●
エ
ア
コ
ン
の
使
用
は
控
え
め

に

　本格的に寒い時期となってきましたが、暖

房温度を高くして、部屋の中で半袖で過ごし

ていませんか。

　暖房温度の上げすぎには気をつけましょう。

○暖房の設定温度は20℃を目安にして、衣

服で調節しましょう

○誰もいない部屋の暖房のつけっぱなしはや

めましょう

○暖房機器の温度は、こまめに調節しましょ

う

　省エネにより温室効果ガスの排出を減らす

こともできます。

　一人ひとりの行動が、地

球温暖化防止につながって

いきます。みんなで協力

して冬の省エネを心掛けま

しょう。

環境課 内線４２１環境

保全担当 FAX（７４）１３８５

　

オ
ゾ
ン
層
は
上
空
に
あ
り
、

有
害
な
紫
外
線
を
吸
収
す
る
働

き
を
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
、

フ
ロ
ン
な
ど
の
化
学
物
質
に
よ

る
破
壊
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

オ
ゾ
ン
層
が
破
壊
さ
れ
る
と
、

地
上
に
降
り
注
ぐ
紫
外
線
の
量

が
増
え
、
人
体
や
動
植
物
に
影

響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

フ
ロ
ン
の
使
用
や
放
出
を
減

ら
す
と
、
オ
ゾ
ン
層
の
保
護
だ

け
で
は
な
く
、
地
球
温
暖
化
防

●
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ

●
暖
気
運
転
は
適
切
に

●
道
路
交
通
情
報
の
活
用

●
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
を
こ
ま
め

に
チ
ェ
ッ
ク

●
不
要
な
荷
物
は
積
ま
ず
に
走

行●
駐
車
場
所
に
注
意

（
出
典
「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
10
の

す
す
め
」
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
普
及

連
絡
会
よ
り
）

環
境
課

（
７
４
）
１
１
１

１
内
線
４
２
１
環
境
保
全
担
当

FAX
（
７
４
）
１
３
８
５

止
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　

オ
ゾ
ン
層
を
守
り
地
球
温
暖

化
を
防
止
す
る
た
め
に
、
わ
た

し
た
ち
が
普
段
か
ら
取
り
組
め

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
フ
ロ
ン
類
を
使
用
し
た
製
品

は
フ
ロ
ン
を
漏
ら
さ
な
い
よ
う

に
丁
寧
に
取
り
扱
い
ま
し
ょ
う

○
エ
ア
コ
ン
や
カ
ー
エ
ア
コ
ン

な
ど
機
器
の
整
備
を
定
期
的
に

行
い
、
フ
ロ
ン
類
が
漏
れ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う　

○
で
き
る
限
り
ノ
ン
フ
ロ
ン
製

品
を
選
び
ま
し
ょ
う

※
詳
し
く
は
環
境
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.env.go.jp/

earth/ozone/cfc.htm
l

環
境
課

内
線
４
２
１
環
境

保
全
担
当
FAX（
７
４
）１
３
８
５

十
二
月
は
大
気
汚
染
防
止
月
間
で
す

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

オ
ゾ
ン
層

守
ろ
う

環
境

や
さ
し
い
運
転

暖房温度 控えめ

で

冬の省エネ

を

に

を

は に
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広報さむかわに広告を掲載しませんか

　

平
成
二
十
年
度
に
町
に
寄
せ

ら
れ
た
公
害
に
よ
る
苦
情
の
約

四
割
が
野
焼
き
（
屋
外
燃
焼
行

為
）
で
あ
り
、
四
十
一
件
と
最

も
件
数
の
多
い
も
の
で
し
た
。

　

野
焼
き
は
「
神
奈
川
県
生
活

環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条

例
」
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
行
為

で
す
。
家
庭
か
ら
で
る
落
ち
葉

や
紙
等
は
、
ご
み
の
分
別
収
集

に
出
し
て
、
庭
先
で
の
野
焼
き

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

農
家
が
農
作
業
に
伴
い
行
う

場
合
や
、
地
域
的
慣
習
に
よ
る

も
の
は
例
外
的
に
禁
止
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
ま
わ
り
の
人
の

発行部数　15,600部

申込期間　掲載開始日の２カ月前の１日～２か月前の20日（ただし同日が土・日曜日、祝日にあ

たるときはその直前の平日）まで随時募集（掲載広告に空きがあるとき）

掲載期間　１カ月単位（最長で連続６カ月）

広告の掲載料　15,000円～60,000円（規格により異なります）

申込方法　町広告掲載要綱、町広告掲載基準、町広報さむかわ広告取扱

要領を必ず確認して、以下の書類を広報情報課に提出してください。

●町広報さむかわ広告掲載申込書

●添付書類

申込者が法人のとき　法人住民税納税証明書、または法人住民税領収書

申込者が自営業者または個人のとき　代表者の住民税納税証明書または

住民税領収書（いずれの場合も領収書のコピーでも可）

●広告の内容が分かるもの（原稿など）

※町が指定する日までに完全版下原稿の提出、掲載料の納付をしていただきます。 

広報情報課 （７４）１１１１内線２２２広報統計担当FAX（７４）９１４１

迷
惑
に
な
る
よ
う
な
燃
や
し
方

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
す
べ
て
の
事
業
所
は
規

則
で
定
め
る
焼
却
施
設
以
外
で

の
焼
却
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
お

り
、
違
反
し
た
場
合
は
罰
則
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

「
ち
ょ
っ
と
だ
け
」
で
は
な

く
、
一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な
心

掛
け
で
、
町
の
住
み
よ
い
環
境

を
守
り
、
育
て
て
い
き
ま
し
ょ

う
。環

境
課

内
線
４
２
５
環
境

保
全
担
当
FAX（
７
４
）１
３
８
５

ま
わ
り
に
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
せ
ん
か

野
焼
き

注
意

に

国民健康保険料・長寿医療制度
夜間・休日納付相談

　夜間および休日窓口相談を実
施します。納め忘れた保険料の
納付もできます。
〈夜間窓口相談〉
とき　12月14日（月）〜18日
（金）午後７時まで
〈休日窓口相談〉
とき　12月20日（日）午前９時〜
午後３時
ところ　保険年金課

保険年金課 （７４）１１１
１内線１２１国保・高齢者医療
担当FAX（７４）５６１３

「広報さむかわ」に広告を掲載しませんか。色は黒と緑の２色刷となります。
初回の申し込みは、１月４日（月）から開始します。
掲載は３月１日発行の「広報さむかわ３月号」からとなります。
詳しくはお問い合わせください。

広報さむかわ　2009. 8. 12

普
通
救
命
講
習
会

　心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
の
取
り
扱
い

方
を
学
ん
で
、
応
急
手
当
を
身
に

つ
け
よ
う
。

と
き

　９
月
６
日
（
日
）
午
前
９

時
〜
正
午

と
こ
ろ

　町
消
防
本
部

対
象

　町
内
在
住
か
在
勤
の
人

　

30
人
／
先
着
順

※
講
習
会
受
講
者
に
は
修
了
証
を

授
与
し
ま
す
。

申
し
込
み

　８
月
17
日
（
月
）
か

ら
消
防
本
部
予
防
課
へ
電
話
か
直

接
消
防
本
部
予
防
課

（
７
５
）

８
０
０
３
警
防
担
当

（
７
５
）

８
０
８
０

中
級
英
会
話
教
室

　英
会
話
を
通
し
て
仲
間
作
り
を

し
ま
せ
ん
か
。

と
き

　10
月
１
日
〜
29
日
の
毎
週

木
曜
日
（
全
５
回
）
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ

　寒
川
町
公
民
館

対
象

　町
内
在
住
か
在
勤
で
英
会

話
の
経
験
が
あ
る
人

　20
人
／
先

着
順

講
師

　町
外
国
人
英
語
指
導
助
手

持
ち
物

　筆
記
用
具

申
し
込
み

　８
月
25
日
（
火
）
午

前
９
時
か
ら
同
館
へ
電
話
か
直
接

寒
川
町
公
民
館

（
７
５
）

０
０
２
１

（
７
５
）
２
５
８
５

離
乳
食
講
習
会（
か
み
か
み
期
）

　３
回
食
・
離
乳
の
完
了
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
進
め
方
を
学
び
ま

す
。

と
き

　９
月
14
日
（
月
）
午
後
２

時
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ

　健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

対
象

　８
カ
月
か
ら
11
カ
月
ま
で

の
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
て
い
る
保
護

者

　15
組
／
先
着
順

持
ち
物

　母
子
手
帳
、バ
ス
タ
オ
ル

な
ど

申
し
込
み

　８
月
10
日
（
月
）
か

ら
健
康
課
へ
電
話
か
直
接

郵便番号〒253-0196

掲載場所は情報のひろば

92mm×169mm
60,000円

45mm×82mm
15,000円 

92mm×82mm
30,000円 
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 １２月３１日（木）午後１０時〜１月３日（日）午後５時まで

寒川神社周辺の
交通規制にご協力ください

　
寒
川
神
社
に
は
、
正
月
の
三
が
日
だ
け
で
約
四
十
万
人
も

の
参
拝
者
が
訪
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
安
全
な
初
詣
で
の
た
め
に
、
茅
ケ
崎
警
察
署
で

は
左
図
の
と
お
り
、
寒
川
神
社
周
辺
の
交
通
規
制
を
行
い
ま

す
。

　
期
間
中
は
周
辺
道
路
が
大
変
込
み
合
い
ま
す
の
で
、
マ
イ

カ
ー
で
の
参
拝
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

寒川神社周辺の交通規制図

※ただし、　　　　の区域の規制時間は、
12月31日午後10時〜１月１日午後５時、
１月２日・３日午前10時〜午後５時です。

年
末
の
交
通
事
故

防
止
運
動

無
事
故
で
　
年
末

笑
顔
で
新
年

十
二
月
十
一
日（
金
）〜

二
十
日（
日
）

　
年
末
は
交
通
量
お
よ
び
飲
酒

の
機
会
の
増
加
な
ど
か
ら
、
交

通
事
故
が
多
発
し
や
す
い
時
期

で
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
に

つ
い
て
考
え
、
交
通
ル
ー
ル
の

順
守
と
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
に

取
り
組
み
、
交
通
事
故
を
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

防
災
安
全
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
２
５
３
防
災
安

全
担
当
FAX
（
７
４
）
９
１
４
１
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税
源
移
譲
に
よ
っ
て
所
得
税
か
ら
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
が
引
き
き
れ
な
か
っ
た
場
合
、

こ
れ
ま
で
は
申
告
す
る
こ
と
に
よ
り
町
・

県
民
税
か
ら
税
額
控
除
が
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

し
か
し
来
年
度
の
課
税
か
ら
は
、
新
た

に
平
成
二
十
一
年
か
ら
二
十
五
年
ま
で
に

居
住
を
開
始
し
た
人
を
対
象
に
加
え
る
と

と
も
に
、
申
告
を
せ
ず
に
控
除
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

注
意
事
項

○
年
末
調
整
で
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
を
受
け
る
人
は
、
源
泉
徴
収
票
の
摘
要

欄
に
「
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
可
能

額
」
お
よ
び
「
居
住
開
始
年
月
日
」
が
記

　

入
澤
章
さ
ん
（
一

之
宮
）
が
人
権
擁
護

委
員
と
し
て
法
務
大

臣
表
彰
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

入
澤
さ
ん
は
平
成

七
年
に
委
嘱
を
受
け
、
人
権
擁
護
委
員
と

し
て
活
動
し
て
今
年
で
十
五
年
目
に
な
る

そ
う
で
す
。

　

「
町
民
の
皆
さ
ん
の
役
に
立
て
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
」
と
今
後
の
抱
負
を
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

十
一
月
一
日
、
藤
沢
市
民
会
館
で
開

催
さ
れ
た
県
青
少
年
指
導
員
大
会
に
お

け
る
県
青
少
年
指
導
員
表
彰
式
で
町
青

少
年
指
導
員
の
佐
藤
弘
美
さ
ん
が
長
年

に
わ
た
る
青
少

年
健
全
育
成
活

動
に
よ
り
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

○
確
定
申
告
で
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け

る
人
は
、
確
定
申
告
書
第
二
表
の
特
例
適

用
条
文
等
の
欄
に
居
住
開
始
年
月
日
を
必

ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
居
住
開
始
年
月
日
等
が
記
載
さ
れ
て
い

な
い
場
合
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
が
適
用
さ

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
居
住
開
始
年
月
日
が
平
成
十
九
・
二
十

年
中
の
場
合
は
、
町
・
県
民
税
か
ら
の
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

税
務
課

（
７
４
）
１
１
１
１
内
線
４

１
６
町
民
税
担
当
FAX
（
７
４
）
１
３
８
５

町
・
県
民
税

住
宅
ロ
ー
ン
控
除

申
告
が
不
要

法
務
大
臣
表
彰

青
少
年
の
健
全
育
成
で

県
表
彰

の

の

に
な
り
ま
し
た

受
賞
し
た
入
澤
章
さ
ん

人
権
擁
護
委
員
　
入
澤
章
さ
ん

受賞した佐藤弘美さん

富岡館長（写真右）から記
念品を受け取る久住さん
（写真左） 

　寒川総合図書館の来館者が10月31日に、のべ100万人を超えました。これ
は１階に設置してある入退館ゲートを通過した人を数えたもので、開館から
２年11カ月、926日目での達成となりました。
　100万人目の来館者は、久住真貴子さん（茅ケ崎市）。久住さんは「この
館は全体的にゆったりとしたつくりで、居心地が良いです」と感想を話して
いました。
　開館前は１日最大800人の来館者を見込んでいましたが、実際は１日平均
1,080人を数え、当初の予想を上回る早い時期での達成となりました。  

寒川総合図書館　来館者100万人を超えました

定額給付金および
子育て応援特別手当の
給付結果

　申請受付終了後の結果は、次の
とおりです。

定額給付金 子育て応援
特別手当　

給付対
象世帯
（件）

19,397 684

給付世帯
（件） 18,983 684

給付金額
（千円） 713,280 25,992

給付率
（％） 97.9 100

企画政策部 （７４）１１１１
内線１９５定額給付金対策担当
FAX（７４）９１４１
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　寒川町・藤沢市・茅ケ崎市の二市一町

では広報紙の相互掲載を行っています。

　今回も藤沢市と茅ケ崎市の史跡、イベ

ントを紹介します。

藤
沢
市

道ど
う

標ひ
よ
う

に
刻
ま
れ
た
中な

か

原は
ら

街か
い

道ど
う

　
藤
沢
市
の
北
西
部
、
県
道
45
号
線
（
丸

子
中
山
茅
ケ
崎
線
）
と
県
道
43
号
線
（
藤

沢
厚
木
線
）
が
交
差
す
る
用
田
の
辻
に
建

つ
、
不
動
明
王
像
を
頂
き
「
大
山
道
」
と

記
さ
れ
た
供
養
塔
（
安
永
四
年
建
立
）
に

は
、
塔
身
の
左
側
面
に
「
北
　
江
戸
し
ん

み
ち
」
「
南
　
一
之
宮
み
ち
」
と
刻
ま
れ

て
い
ま
し
た
（
現
在
は
剥は
く

落ら
く

の
た
め
不

明
）
。

　
ま
た
県
道
45
号
線
を
北
に
行
っ
た
綾
瀬

市
吉
岡
と
の
境
に
建
つ
猿さ
る

田た

彦ひ
こ

大お
お

神か
み

の
供

養
塔
（
天
保
六
年
建
立
）
に
も
、
同
じ
よ

う
に
「
右
　
江
戸
新
み
ち
」
「
左
　
一
之

宮
み
ち
馬ば
に

入ゆ
う

道み
ち

」
と
刻
ま
れ
て
い
て
、
こ

れ
ら
の
石
塔
が
道
標
を
兼
ね
て
い
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
「
一
之
宮
」
は
寒
川
町

の
一
之
宮
の
こ
と
で
す
が
、
「
江
戸
新
み

ち
（
道
）
」
の
方
は
中
原
街
道
の
別
名
で

し
た
。

　
中
原
街
道
は
、
江
戸
と
平
塚
に
あ
っ
た

中
原
御
殿
（
御
殿
と
は
、
江
戸
初
期
に
将

軍
家
が
用
い
た
宿
泊
施
設
の
こ
と
）
を
結

ぶ
道
で
、
江
戸
時
代
初
期
に
は
現
在
の
湘

南
銀
河
大
橋
辺
り
に
あ
っ
た
四
之
宮
の
渡

し
を
、
そ
の
後
は
現
在
の
神
川
橋
辺
り
に

あ
っ
た
「
田
村
の
渡
し
」
を
利
用
し
て
相

模
川
を
渡
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
明
治
に
な
っ
て
こ
の
ル
ー
ト
は
使
わ
れ

な
く
な
っ
て
、
現
在
で
は
、
用
田
の
辻
か

ら
寒
川
町
を
経
て
茅
ケ
崎
へ
南
下
す
る
県

道
四
十
五
号
線
（
丸
子
中
山
茅
ケ
崎
線
）

と
、
そ
の
北
に
続
く
東
京
都
道
・
神
奈
川

県
道
二
号
線
（
東
京
丸
子
横
浜
線
）
が
、

中
原
街
道
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
丸
子
は
川
崎
市
中
原
区

（
東
急
東
横
線
、
新
丸
子
駅
辺
り
）
、
中

山
は
経
由
地
で
、
横
浜
市
緑
区
（
Ｊ
Ｒ
横

浜
線
、
中
山
駅
辺
り
）
の
地
名
で
す
。

生
涯
学
習
課
博
物
館
準
備
担
当

０
４
６
６
（
４
６
）
５
１
０
６

茅
ケ
崎
市

鉄
砲
場
と
鉄て

っ

砲ぽ
う

道み
ち

の
由
来

　
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
と
海
岸
道
路
（
国
道

１
３
４
号
）
と
の
間
を
東
西
に
貫
く
道
を

一
般
に
「
鉄
砲
道
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
江
戸
幕
府
は
、
享
保
十
三
（
一
七
二
八
）

年
、
火
砲
（
大
筒
）
の
操
作
や
射
撃
の
訓

練
を
目
的
に
南
湖
か
ら
藤
沢
の
片
瀬
に
至

る
海
岸
線
に
鉄
砲
場
を
設
け
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
国
道
１
３
４
号
沿
い
に
あ
る

柳
島
記
念
館
に
鉄
砲
場
の
複
製
図
が
展
示

し
て
あ
り
ま
す
。

　
鉄
砲
道
と
呼
び
伝
え
る
道
筋
は
、
異
説

も
あ
り
ま
す
が
、
柳
島
河
岸
（
浜
見
平
団

地
の
西
南
の
隅
）
か
ら
旧
南
湖
院
の
北
側

を
通
り
、
南
湖
下
町
の
住
吉
神
社
か
ら
六

道
の
辻
を
中
海
岸
自
治
会
館
前
に
抜
け
て
、

東
海
岸
北
か
ら
平
和
学
園
に
至
る
道
筋
の

こ
と
で
す
。
現
在
の
鉄
砲
道
の
東
海
岸
北

五
丁
目
交
差
点
〜
松
が
丘
交
差
点
の
南
側

に
は
旧
道
の
一
部
が
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
道
を
「
鉄
砲
道
」
と
呼
ぶ
い
わ
れ

は
、
伊
豆
の
韮
山
で
造
っ
た
鉄
砲
を
柳
島

湊
に
荷
揚
げ
し
て
、
鉄
砲
場
ま
で
運
ん
だ

か
ら
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
こ
と

を
証
拠
だ
て
る
文
献
な
ど
は
見
つ
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　
鉄
砲
場
の
中
を
ぬ
っ
て
い
た
道
と
い
う

意
味
で
、
そ
う
呼
ば
れ
た
と
解
す
る
方
が

良
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

生
涯
学
習
課
文
化
財
保
護
担
当

（
８
２
）
１
１
１
１

藤
沢
市

江
の
島
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
〜
江
の
島

展
望
灯
台
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
２
０
０
９

と
き
　
十
二
月
十
二
日
（
土
）
〜

二
十
七
日
（
日
）

内
容
　
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
コ
ン
サ
ー

ト
、
ピ
ン
バ
ッ
ジ
の
配
布
、
掃
海
艇

「
つ
の
し
ま
」
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
＆

艦
内
の
一
般
公
開

藤
沢
市
観
光
課

０
４
６
６

（
２
５
）
１
１
１
１
内
線
３
４
２
１

茅
ケ
崎
市

え
ぼ
し
岩
周
遊
船
　
夢
の
競
演
を
パ
シ
ャ
リ

　
茅
ケ
崎
の
シ
ン
ボ
ル
「
え
ぼ
し

岩
」
を
間
近
に
見
る
、
え
ぼ
し
岩
周

遊
船
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
　
一
月
十
六
日
（
土
）
①
午
前

八
時
三
十
分
②
九
時
三
十
分
③
十
時

三
十
分
④
十
一
時
三
十
分

と
こ
ろ
　
茅
ケ
崎
漁
港

定
員
　
六
百
人

費
用
　
千
五
百
円
　

申
し
込
み
　
十
二
月
十
五
日（
火
）ま

で
に
茅
ケ
崎
市
観
光
協
会
へ
電
話
で

茅
ケ
崎
市
観
光
協
会
事
務
局

（
８
４
）
０
３
７
７
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譲ります
▶子ども用三輪車▶カラーレーザープリンタ▶カメラ三脚・ス
トロボ▶ピンポン玉▶スポーツバッグ（3件）▶ビーチボート▶
浮輪▶習字セット▶絵の具セット（2件）▶彫刻刀（子ども用）
▶ビンゴボール▶パソコン型ゲーム▶ゴルフセット▶アナログ
テレビ▶ペット用シャンプー▶ふじ幼児園女児制服一式▶
ベビーキャリー▶産後用サポーター・ニッパーセット▶相和幼
稚園女児制服一式▶ベビーバス▶ぶらさがり健康器
求めます

▶クラシックギター▶女児用自転車▶相和幼稚園男児制服
一式▶大神美里幼稚園男児制服一式（2件）▶チャイルド
シート（2件）

【平成21年11月16日現在】
　不用品の登録や紹介は窓口、電話でお受けします。
情報は町のホームページにも掲載しています。不用品
の取引は当事者同士の直接交渉となります。登録期間
は３カ月です。なお最新情報はお問い合わせください。

町民課 内線172住民協働担当 FAX（74）5613

有効利用の 掲示板

表彰式を終えた被表彰者
前列左から、石黒誠さん、藤井孝さん、松田健一さん、石
黑宏平さん、関隆臣さん、寒川ライオンズクラブ 小野
寺四郎さん
後列左から、田中利次さん、指澤登志枝さん、畠山紗英
さん、畠山大樹さん

　
自
治
功
労
表
彰

狩
野
洋
子
さ
ん

松
田
健
一
さ
ん

　

町
議
会
議
員
と
し
て
多
年
に

わ
た
り
町
政
の
振
興
と
発
展
に

貢
献
。

石
黑
宏
平
さ
ん

　

町
議
会
議
員
や
各
種
要
職
を

多
年
に
わ
た
り
務
め
、
町
政
の

　
十
一
月
六
日
、
町
表
彰
式
を
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、
個
人
十
三
人
と
一
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
本
町
最
高
位
の
表
彰
で
、
長
年
に
わ
た
っ
て
町
の
発
展
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
た
人
や
町

民
の
模
範
と
な
る
と
認
め
ら
れ
た
人
、
団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

振
興
と
発
展
に
貢
献
。

藤
井
孝
さ
ん

　

町
教
育
長
や
各
種
要
職
を
多

年
に
わ
た
り
務
め
、
町
政
の
振

興
と
発
展
に
貢
献
。

　
一
般
表
彰

〈
一
般
行
政
関
係
〉

関
隆
臣
さ
ん

　

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
と

し
て
多
年
に
わ
た
り
公
正
な
選

挙
事
務
の
管
理
に
貢
献
。

〈
産
業
経
済
関
係
〉

田
中
利
次
さ
ん

　

町
の
産
業
経
済
の
振
興
・
発

展
に
多
年
に
わ
た
り
貢
献
。

〈
厚
生
、
衛
生
関
係
〉

下
里
誠
さ
ん

　

開
業
医
（
歯
科
）
と
し
て
多

十
三
人
、
一
団
体
を
表
彰
　
　

優
れ
た
功
績
を
た
た
え

第
四
十
五
回
町
表
彰
式

年
に
わ
た
り
地
域
医
療
の
充
実

と
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
貢
献
。

堀
村
嘉
子
さ
ん

　

町
立
学
校
の
薬
剤
師
と
し
て
多

年
に
わ
た
り
健
康
管
理
に
貢
献
。

〈
消
防
関
係
〉

若
菜
正
人
さ
ん

　

消
防
団
員
と
し
て
多
年
に
わ

た
り
消
防
行
政
に
貢
献
。

〈
教
育
関
係
〉

指
澤
登
志
枝
さ
ん

　

文
化
連
盟
理
事
と
し
て
多
年

に
わ
た
り
文
化
振
興
に
貢
献
。

畠
山
紗
英
さ
ん

　

Ｕ
．
Ｃ
．
Ｉ　

Ｂ
Ｍ
Ｘ
世
界

選
手
権
大
会
優
勝
。

畠
山
大
樹
さ
ん　

　

Ｕ
．
Ｃ
．
Ｉ　

Ｂ
Ｍ
Ｘ
世
界

選
手
権
大
会
出
場
。

〈
寄
付
関
係
〉

石
黒
誠
さ
ん

　

町
行
政
の
た
め
多
額
の
金
員

を
寄
付
。

寒
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

町
の
文
化
芸
術
の
振
興
・
発

展
の
た
め
グ
ラ
ウ
ン
ド
ピ
ア
ノ

を
寄
付
。

（
順
不
同
）
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女
性
の
た
め
の
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　
護
身
術
と
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

を
学
び
ま
せ
ん
か
。

と
き
　
１
月
19
日
、
26
日
の
火
曜

日
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

対
象
　
町
内
在
住
か
在
勤
の
女
性

30
人
／
先
着
順

※
１
歳
６
カ
月
〜
就
学
前
の
一
時

保
育
あ
り
。
要
予
約
。

講
師
　
大
沼
も
と
子
さ
ん
　
Ｗ
ｅ

ｎ
‐
Ｄ
ｏ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

持
ち
物
　
飲
み
物
、
室
内
履
き

（
運
動
靴
）
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
動

き
や
す
い
服
装
で
（
ス
カ
ー
ト
、

ス
ト
ッ
キ
ン
グ
不
可
）

申
し
込
み
　
12
月
９
日
（
水
）
か

ら
町
民
課
へ
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で

町
民
課

内
線
１
７
２
住
民
協

働
担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

英
語
で
遊
ぼ
う

と
き
　
１
月
６
日
（
水
）
、
７
日

（
木
）
●
午
前
10
時
〜
11
時
（
幼

稚
園
年
長
向
け
）
●
午
前
11
時
〜

正
午
（
小
学
１
・
２
年
生
向
け
）

と
こ
ろ
　
北
部
文
化
福
祉
会
館

対
象
　
各
20
人
／
先
着
順

講
師
　
町
外
国
人
英
語
指
導
助
手

持
ち
物
　
上
履
き

申
し
込
み
　
12
月
17
日
（
木
）
か

ら
同
館
へ
電
話
か
直
接

北
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
４
）

１
５
１
５
FAX
（
７
４
）
７
４
０
５

こ
ど
も
折
り
紙
教
室

　
折
り
紙
で
ト
ラ
を
折
ろ
う
。

と
き
　
１
月
16
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ
　
北
部
文
化
福
祉
会
館

対
象
　
小
学
生
以
下
　
20
人
／
先

着
順
（
親
子
の
参
加
も
可
）

講
師
　
末
光
千
恵
子
さ
ん
　
折
り

紙
講
師

持
ち
物
　
木
工
用
接
着
剤
、
は
さ

み
、
作
品
を
入
れ
る
袋

申
し
込
み
　
12
月
26
日
（
土
）
午

前
９
時
か
ら
同
館
へ
電
話
か
直
接

北
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
４
）

１
５
１
５
FAX
（
７
４
）
７
４
０
５

本
の
楽
し
い
読
み
聞
か
せ

　
本
の
読
み
聞
か
せ
の
重
要
性
や

本
の
選
び
方
・
手
法
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

　　会議の開催
は公開、 は非公開①とき②

受付時間③ところ④対象・定員
⑤内容⑥問い合せ先⑦非公開の
理由
 
▶ 教育委員会定例会①12月
18日（金）午後１時30分から
②午後１時25分まで③分庁舎
１階会議室④５人／抽選⑤未定
⑥教育総務課 内線５１３FAX
（７５）９９０７▶ 社会教
育委員会議①12月24日（木）
午後１時30分から②午後１時
25分まで③東分庁舎２階会議
室④５人／抽選⑤家庭教育への
支援についてほか⑥生涯学習課

内線５３２生涯学習担当FAX
（７５）９９０７

と
き
　
１
月
15
日
〜
29
日
の
金
曜

日
（
全
３
回
）
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ
　
南
部
文
化
福
祉
会
館

対
象
　
町
内
在
住
か
在
勤
の
人
　

20
人
／
先
着
順

講
師
　
青
木
春
江
さ
ん
　
茅
ケ
崎

図
書
館
子
ど
も
の
本
の
会
会
員

申
し
込
み
　
12
月
15
日
（
火
）
午

前
９
時
か
ら
同
館
へ
電
話
か
直
接

南
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
５
）

０
２
８
１
FAX
（
７
５
）
１
７
７
７

高
齢
者
健
康
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

と
き
　
１
月
６
日
〜
２
月
24
日
の

毎
週
水
曜
日
（
全
８
回
）
午
後
１

時
〜
３
時

と
こ
ろ
　
寒
川
総
合
体
育
館

対
象
　
町
内
在
住
の
65
歳
以
上
で

全
日
程
参
加
で
き
る
人
　
20
人
／

抽
選

講
師
　
健
康
運
動
指
導
師
等

申
し
込
み
　
12
月
18
日
（
金
）
ま

で
に
高
齢
介
護
課
へ
電
話
か
直
接

高
齢
介
護
課

内
線
１
５
３
介

護
保
険
担
当
FAX（
７
４
）５
６
１
３

郵便番号〒253-0196

歳
末
火
災
特
別
警
戒

 

12
月
20
日（
日
）〜
31
日（
木
）

消
え
る
ま
で
　
ゆ
っ
く
り
火
の
元

に
ら
め
っ
子

　
歳
末
は
寒
さ
も
厳
し
く
空
気
も

乾
燥
し
ま
す
。
生
活
の
慌
た
だ
し

さ
と
と
も
に
火
を
使
用
す
る
機
会

が
多
く
な
り
、
火
災
が
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

  

火
の
元
に
は
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

消
防
本
部
予
防
課

（
７
５
）

８
０
０
３
警
防
担
当
FAX
（
７
５
）

８
０
８
０
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フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
作
り
教
室

　
木
の
素
材
で
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム

を
作
り
ま
せ
ん
か
。

と
き
　
１
月
31
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
正
午

と
こ
ろ
　
寒
川
町
公
民
館

対
象
　
４
歳
以
上
の
子
ど
も
　
10

組
／
先
着
順
（
小
学
生
未
満
は
保

護
者
同
伴
）

講
師
　
寒
川
町
公
民
館
生
涯
学
習

推
進
員
会
議
推
進
員

費
用
　
４
０
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物
　
軍
手
、
作
品
を
入
れ
る

袋申
し
込
み
　
12
月
25
日
（
金
）
午

前
９
時
か
ら
同
館
へ
電
話
か
直
接

寒
川
町
公
民
館
（
７
５
）０
０

２
１
寒
川
町
公
民
館
生
涯
学
習
推

進
員
会
議
FAX
（
７
５
）
２
５
８
５

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

免
疫
の
し
く
み

　
免
疫
と
健
康
に
つ
い
て
学
ぼ
う
。

と
き
　
１
月
25
日
〜
２
月
22
日
の

月
曜
日（
２
月
２
日
は
除
く
、全
４

回
）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
45
分

と
こ
ろ
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

対
象
　
町
内
在
住
の
人
　
40
人
／

先
着
順

申
し
込
み
　
12
月
11
日
（
金
）
か

ら
健
康
課
へ
電
話
か
直
接

健
康
課

内
線
１
６
４
健
康
づ

く
り
担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

ち
び
っ
こ
ク
ラ
フ
ト
教
室

　
来
年
の
干
支
バ
ッ
グ
を
作
ろ
う
。

と
き
　
12
月
26
日
（
土
）
午
後
２

時
〜
４
時

と
こ
ろ
　
南
部
文
化
福
祉
会
館

対
象
　
小
学
生
　
20
人
／
先
着
順

講
師
　
南
部
生
涯
学
習
指
導
員

持
ち
物
　
作
品
を
入
れ
る
袋

申
し
込
み
　
12
月
15
日
（
火
）
午

前
９
時
か
ら
同
館
へ
電
話
か
直
接

南
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
５
）

０
２
８
１
FAX
（
７
５
）
１
７
７
７

お
飾
り
講
習
会

と
き
　
12
月
19
日
（
土
）
①
午
前

９
時
30
分
か
ら
②
午
後
１
時
30
分

か
ら

と
こ
ろ
　
町
民
セ
ン
タ
ー

費
用
　
４
０
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物
　
花
ば
さ
み

生
涯
学
習
課

内
線
５
３
３
生

涯
学
習
担
当
FAX（
７
５
）９
９
０
７

ち
び
っ
こ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　
白
玉
で
お
し
る
こ
を
作
ろ
う
。

と
き
　
１
月
９
日
（
土
）
午
後
２

時
〜
４
時

と
こ
ろ
　
南
部
文
化
福
祉
会
館

対
象
　
小
学
生
　
25
人
／
先
着
順

講
師
　
南
部
生
涯
学
習
指
導
員

費
用
　
１
０
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

ハ
ン
ド
タ
オ
ル

申
し
込
み
　
12
月
13
日
（
日
）
午

前
９
時
か
ら
同
館
へ
費
用
を
持
っ

て
直
接

南
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
５
）

０
２
８
１
FAX
（
７
５
）
１
７
７
７

　著　　外山　滋比古
出版社　筑摩書房

思考の整理学

　今から20年前に刊行されたロングセラー本です。ある書店員さんの
ＰＯＰ広告から再び脚光を浴びています。難解そうなタイトルとは裏腹
に、テーマごとに短い文章でまとめられていて読みやすい一冊。この本
をゆっくりと読んで「考えること」を楽しんでみてはいかがでしょうか。

寒川総合図書館発信

この本、知ってる？
本棚のだ〜なの

思　考

町の施設 年末年始の業務
公共施設名 仕事納め 仕事始め 公共施設名 仕事納め 仕事始め

役場
（74）1111 12／28（月）

午後５時15分
１／４（月）
午前８時30分

寒川町公民館
（75）0021

12／27（日）
午後５時15分

１／５（火）
午前９時

健康管理センター
（74）1111

町民センター
（74）2333

さむかわ庭球場
（74）6330

12／27（日）
午後４時

１／５（火）
午前10時

南部文化福祉会館
（75）0281

寒川総合体育館
（75）1005

12／27（日）
午後９時

１／４（月）
午前９時

北部文化福祉会館
（74）1515

ふれあいセンター
（74）7715

12／28（月）
午後９時

１／４（月）
午前９時

寒川総合図書館
（75）3615

福祉活動センター
（74）7622

12／28（月）
午後９時30分

１／４（月）
午前９時

寒川文書館
（75）3691

※埋火葬許可証交付など緊急の場合は、役場日直室で受け付けをしています。

町コミュニティバスの年末年始運休のお知らせ
　１２月２９日（火）〜１月３日（日）までの間は運休します。新年は１月４日（月）より運行します。
　ただし２月５日（金）までは、北ルート「寒川神社」、「宮山地域集会所前」には停車しません。ご注意ください。
　１月中は、寒川神社への初詣でにより、町内道路が大変混雑することが予想されるため、定時運行ができない場合
があります。あらかじめご了承ください。

都市計画課 内線２７３都市計画担当FAX（７４）２８３３
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工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　
経
済
産
業
省
で
は
、
製
造
業
を

営
む
事
業
所
を
対
象
に
、
製
造
活

動
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

12
月
31
日
現
在
で
工
業
統
計
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

　
12
月
中
旬
か
ら
知
事
が
任
命
し

た
統
計
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の

で
、
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
な
お
調
査
票
の
内
容
は
、
統
計

法
に
基
づ
き
統
計
作
成
以
外
の
目

的
に
は
一
切
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
調
査
内
容
　
従
業
者
数
、
製
造

品
出
荷
額
、
原
材
料
使
用
額
な
ど

広
報
情
報
課

内
線
２
２
１
広

報
統
計
担
当
FAX（
７
４
）９
１
４
１

Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
世
界
各
地

で
多
発
す
る
自
然
災
害
や
地
域
紛

争
等
に
よ
る
犠
牲
者
の
救
援
お
よ

び
発
展
途
上
国
の
赤
十
字
社
が
行

う
開
発
協
力
を
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
（
日
本
放
送

協
会
）
と
の
共
催
で
12
月
１
日

（
火
）
か
ら
25
日
（
金
）
ま
で

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　
福
祉
課
窓
口
に
募
金
箱
を
設
置

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

福
祉
課

内
線
１
３
１
福
祉
総

務
担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

神
奈
川
県
最
低
賃
金
の
改
正

　
県
内
の
事
業
所
で
働
く
、
雇
用

形
態
や
呼
称
を
問
わ
ず
、
す
べ
て

の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

時
間
額
　
７
８
９
円
（
23
円
引
き

上
げ
）

発
効
日
　
平
成
21
年
10
月
25
日

※
次
の
賃
金
は
最
低
賃
金
の
対
象

と
な
る
賃
金
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

●
精
皆
勤
手
当
・
通
勤
手
当
・
家

族
手
当
●
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃

金
●
１
カ
月
を
超
え
る
期
間
ご
と

に
支
払
わ
れ
る
賃
金
●
時
間
外
・

休
日
労
働
に
対
す
る
賃
金
、
深
夜

割
増
賃
金

神
奈
川
労
働
局
労
働
基
準
部

賃
金
課

０
４
５
（
２
１
１
）

７
３
５
４

消
防
団
員

　
自
ら
の
地
域
を
自
ら
の
手
で
守

り
ま
せ
ん
か
。
女
性
の
入
団
も
歓

迎
し
て
い
ま
す
。

対
象
　
町
内
在
住
か
在
勤
の
18
歳

以
上
の
人

活
動
内
容
　
火
災
や
台
風
な
ど
の

災
害
対
応
、
地
域
で
の
活
動
な
ど

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

消
防
本
部
消
防
総
務
課

（
７

５
）
８
０
０
１
FAX
（
７
５
）
８
０

８
０湘

南
史
跡
め
ぐ
り
参
加
者

と
き
・
予
定
コ
ー
ス
　
１
月
15
日

（
金
）
茅
ケ
崎
コ
ー
ス

集
合
時
間
・
場
所
　
午
前
９
時
20

分
　
青
少
年
広
場

対
象
　
町
内
在
住
か
在
勤
の
人
　

27
人
／
先
着
順

持
ち
物
　
弁
当
、
敷
物
、
雨
具

申
し
込
み
　
12
月
10
日
（
木
）
午

前
９
時
か
ら
寒
川
町
公
民
館
へ
電

話
か
直
接

寒
川
町
公
民
館
（
７
５
）０
０

２
１
寒
川
町
公
民
館
生
涯
学
習
推

進
員
会
議
FAX
（
７
５
）
２
５
８
５

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
参
加
者

　
（財）
日
本
遺
族
会
は
、
戦
没
者
遺

児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
費
用
は
一
律
10
万
円
（
沖
縄
は

５
万
円
）
で
す
。

　
日
程
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（財）
日
本
遺
族
会

０
３
（
３
２

６
１
）
５
５
２
１
内
線
３
６
５
６

事
業
課
事
業
係

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
韓
国
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の

留
学
生
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

人
数
　
若
干
名

宿
泊
日
　
１
月
23
日
（
土
）
〜
24

日
（
日
）
（
１
泊
２
日
）

申
し
込
み
　
12
月
25
日
（
金
）
ま

で
に
さ
む
か
わ
国
際
交
流
協
会
下

條
へ
電
話
で

※
詳
細
に
つ
い
て
は
同
協
会
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

さ
む
か
わ
国
際
交
流
協
会
　
下

條

・
FAX
（
７
３
）
５
５
７
８

婚
活
　
Ｉ
Ｎ
　
公
民
館

　
カ
レ
ー
を
作
っ
て
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

と
き
　
12
月
19
日
（
土
）
午
後
１

時
30
分
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ
　
寒
川
町
公
民
館

対
象
　
町
内
在
住
か
在
勤
の
30
〜

40
歳
の
男
女
　
各
10
人
／
先
着
順

費
用
　
５
０
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、

動
き
や
す
い
服
装
で

申
し
込
み
　
12
月
５
日
（
土
）
午

前
９
時
か
ら
同
館
へ
電
話
か
直
接

寒
川
町
公
民
館

（
７
５
）

０
０
２
１
FAX
（
７
５
）
２
５
８
５

ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

　
季
節
に
ち
な
ん
だ
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
と
簡
単
な
遊
び
を
し
ま
す
。

と
き
　
12
月
12
日
（
土
）
午
前
11

時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ
　
寒
川
総
合
図
書
館

対
象
　
幼
児
と
そ
の
保
護
者

寒
川
総
合
図
書
館

（
７
５
）

３
６
１
５
FAX
（
７
５
）
３
６
６
９
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●
寄
付
物
件
　
サ
ッ
カ
ー
観
戦
用

チ
ケ
ッ
ト
４
０
０
枚

　
寄
付
者
　
キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ

株
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12月　

１日㈫ １歳６か月児健康診査

２日㈬ 健康相談

３日㈭ 南部料理教室／小学生への読み聞かせ入門講座／７か月児相談

４日㈮ 人権週間[～10日]／湘南史跡めぐり／料理講習会／ステップ・
アップ登録研修会

５日㈯ 窓口開庁(午前）／おはなし会（寒川総合図書館）／クリスマスリー
ス作り／こども囲碁・将棋教室／おはなし図書館

６日㈰ 湘南EVキックオフイベント／さむかわ史跡ウオーク

７日㈪

８日㈫ 次世代育成支援対策行動計画（後期計画）パブリックコメント[～
１月８日]／暮れのそうじ講習会

９日㈬ 料理講習会／健康相談

10日㈭ 小学生への読み聞かせ入門講座

11日㈮ ミュージックベル教室／おはなし広場

12日㈯ おはなし会（寒川総合図書館）／子どものための木工教室／クリスマスピアノ
コンサート／ちびっこクッキング教室／百人一首かるた教室／おはなし広場

13日㈰

14日㈪ 就学時健診（寒川小学区）

15日㈫ フラワーアレンジメント教室

16日㈬ 健康相談

17日㈭

18日㈮ 教育委員会定例会／ミュージックベル教室

19日㈯ 婚活in公民館／こどもおこづかい教室／クリスマスの集い

20日㈰

21日㈪ 離乳食講習会

22日㈫ ３歳６か月児健康診査

23日㈬ 住みよい環境を守り育てるまちづくりポスター展[～１月６日]／
メンズクッキング教室 天皇誕生日

24日㈭ がん集団検診

25日㈮ ２歳児歯科相談／育児相談

26日㈯ おはなし会（寒川総合図書館）

27日㈰

28日㈪ 町・県民税（普通徴収）第４期、清掃手数料定額制第３期納付期限

29日㈫

30日㈬

31日㈭

1月1日㈮  元日

２日㈯

３日㈰

４日㈪ 国民健康保険料、保育料、介護保険料、後期高齢者医療保険料納付
期限

テレホンサービス
　行政ミニ情報　 （７４）１０１０

きらめきさむかわ　（ラジオ）
　レディオ湘南（83.1メガヘルツ）で町の情報
を放送しています。

放送日 毎週月曜日　９：00～９：30

再放送 毎週水曜日　20：30～ 21：00

　　　さむかわ　（ケーブルテレビ）
　ジェイコム湘南のJ:COMチャンネル（デジ
タル11ch、アナログ２ch）で、町の紹介をし
ています。
　今月は「町の今昔その２」です。

放送日 12月14日（月）～26日（土）
８ ：30～８ ：45　　12：00～12：15
17：00～17：15　　23：00～23：15

町 の 情 報 ・ 紹 介
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寒川町食生活改善推進団体　小林 （７４）７２３７

①牛肉は塩・コショウを振って、もみ込む。
②フライパンにサラダ油を熱し、牛肉を中

火強で焼き、表面に焼き目がついたら弱
火にし、フタをして５～10分蒸し焼き
にする。

③取り出してアルミホイルで包み、よく冷
ましてから薄く切る。

④大根は半月切り、または３×５㎝位の薄
切りにする。青じそは半分に切る。

⑤（Ａ）を混ぜ合わせて、さんしょうソース
を作る。

⑥肉・大根・青じそを重ね並べ、ソースをか
ける。

作り方

◆
本
誌
は
資
源
保
護
の
た
め
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
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人　口 4 7 , 7 9 0 人 （17人増）

世　帯 1 8 , 0 6 2 世 帯 （20世帯増）

（　）内は前月との比較　

11月１日の人口と世帯

●町公式ホームページ
http://www.town.samukawa.kanagawa.jp

●携帯電話用ホームページ
http://www.town.samukawa.kanagawa.jp/mobile/m/index.html

　11月５日、健

康管理センター

でブックスター

トを行いました。

　これは赤ちゃんと保護者に絵

本を渡し、絵本を開く楽しい体

験と心触れ合うひとときを持

つきっかけを作る活動で、平成

19年12月から７か月児相談の

ときに実施しています。

　読み聞かせをするのは、ボランティアスタッフ。「ここ

に来ると子どもたちの無垢な動きや反応に触れられ癒され

る」と感想を話していました。

　 本 を 読 ん で あ げ る と

じっと見つめる子、人の

動きばかり追いかける子、

などさまざまでしたが、

それぞれ楽しんでいる様

子でした。

緊急財政対策会議で集中審議

　平成22年度の予算編成に向けた緊急財政対策
会議での協議が大詰めを迎えています。町税減収
のため全事業の見直しを行い、事業の休廃止や改
善、継続について集中審議をしてきました。
　歳出の削減策の主なものでは、まず特別職等
の人件費の抑制を図ります。事業の休廃止では、
ケーブルテレビ、ＦＭラジオでの町広報番組や広
報さむかわお知らせ版を休止します。（お知らせ版
の内容は広報さむかわに統合し、お知らせします）
　また中央公民館を建物の老朽化の為休館とし、
一部の機能を町民センター等に移転します。町営
プールは夏休み期間のみ実施し、建物の老朽化に
より室内プールの使用は休止します。そのほか外
部団体への補助金の廃止や大幅な減額を行うなど、
多くの事業で事業費の縮減を行います。
　町民の皆さんには、広報でお知らせするととも
に、説明会を開催する予定です。ご理解とご協力
をお願いします。

Letter from SAMUKAWA

牛もも肉（たたき用）　250g／塩　少々／コショウ　少々／
サラダ油　小さじ１／大根　10㎝／青じそ　20枚

（Ａ）酢　大さじ１／しょうゆ　大さじ２／ごま油　小さじ
１／長ねぎ（みじん切り）　10㎝／ショウガ（みじん切り）
１片／粉さんしょう　小さじ１/２／砂糖　小さじ１

材料　４人分
１人分あたり179kcal・塩分1.3ｇ

町長からの
手紙

お正月のおもてなしに大皿盛りで

おいしく楽しく健康に

牛たたきのミルフィーユ（さんしょうソース）


